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ガイド発刊に当たって

　このたび、本県特別支援学校における「日常生活の指導」が効果的に行われる

よう「特別支援学校　日常生活の指導ガイド」を発刊しました。

　秋田県教育委員会では、平成２５年度より第二次秋田県特別支援教育総合整備

計画に基づき、特別支援教育推進のための体制を整備するとともに、幼稚園・保

育所等、小学校、中学校、高等学校における特別支援教育及び特別支援学校にお

ける教育の充実を図るため、様々な施策を実施してきました。

　特別支援学校においては「専門性の高い教育の充実」を基本方向の一つに掲

げ、平成２６年度から４か年計画で「各教科等を合わせた指導」の授業改善プロ

ジェクトに取り組んできました。最終年度に当たる今年度は、「日常生活の指

導」を取り上げ、県内特別支援学校の「日常生活の指導」を担当している教諭と

ともに、「日常生活の指導」を基礎・基本から見直し、研修会や授業研究会を通

して、「日常生活の指導」の実践の充実に向けた取組を進めてきました。

　このガイドは、「日常生活の指導」を行う際に押さえておきたい基礎・基本

と、本プロジェクトを担当した教諭の「授業改善の視点に基づく実践事例」を紹

介しています。また、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の改訂を受け、

各教科との関連を意識して取り組むことができるように、「日常生活の指導」を

行う際の核となる教科である小学部「生活科」と中学部「職業・家庭科」の目

標、各段階の目標及び内容等を資料編に掲載しています。

　本ガイドが積極的に活用され、各校における「日常生活の指導」の実践の更な

る充実につながることを期待しています。

　　平成３０年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育庁特別支援教育課

課長　小　林　　司

1日常生活の指導ガイド



目　　　次

ガイド発刊に当たって　������������������������������　１

１　知的障害教育における指導の特徴　����������������������　４

（１）知的障害のある児童生徒の学習上の特性等　�����������������　４

（２）知的障害のある児童生徒の教育的対応の基本　����������������　５

（３）特別支援学校（知的障害）の教育課程の構造　����������������　６

２　日常生活の指導の意義　���������������������������　７

３　日常生活の指導の特徴と留意点　�����������������������　８

（１）日常生活の指導の特徴　��������������������������　８

（２）指導上の留意点　�����������������������������　８

４　日常生活の指導の内容　���������������������������　９

５　日常生活の指導の評価　���������������������������　10

（１）日常生活の指導の授業改善「１４の視点」　�����������������　10

（２）各教科等を合わせた指導の学習評価　��������������������　11

（３）指導内容の設定と授業時数の配当　���������������������　11

６　他の指導の形態との関連　��������������������������　12

（１）各教科等を合わせた指導の教育課程上の位置付け　��������������　12

（２）学習活動のねらいによる各指導の形態の違い　����������������　12

（３）日常生活の指導と遊びの指導　�����������������������　13

（４）日常生活の指導と生活単元学習　����������������������　14

（５）日常生活の指導と作業学習　������������������������　15

（６）日常生活の指導と教科別の指導　����������������������　15

　７　中学部・高等部における日常生活の指導　�������������������　16

　８　重度・重複障害のある児童生徒の日常生活の指導　���������������　17

　１　小学部１年「朝の活動」　　　　橫手支援学校　　　　　　教諭　佐藤　深雪　��　18

　２　小学部５年「着替え」　　　　　比内支援学校　　　　　　教諭　松尾　佑美　��　20

　３　小学部５年「朝の活動」　　　　大曲支援学校　　　　　　教諭　遠山　洋平　��　28

Ⅰ．基礎編

Ⅱ．実践編

2 日常生活の指導ガイド



Ⅲ．資料編

　４　小学部１年「朝の会、朝の活動」秋田きらり支援学校　　　教諭　髙橋亜希子　��　30

　５　小学部３年「朝の活動、朝の会」支援学校天王みどり学園　教諭　鎌田　育子　��　32

　６　小学部１年「朝の会」　　　　　ゆり支援学校　　　　　　教諭　小野祐美子　��　34

　７　小学部１、２、４年「朝の会」　比内支援学校かづの校　　教諭　湊　　奈緒　��　44

　８　小学部６年「食事中における普通箸の正しい持ち方と操作の仕方」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　比内支援学校たかのす校　教諭　村岡　利哉　��　52

　９　中学部１年「給食」　　　　　　秋田きらり支援学校　　　教諭　渡辺美樹子　��　54

１０　小学部５年「黒板の掃除」　　　能代支援学校　　　　　　教諭　伊藤　綾華　��　56

１１　中学部１年「教室掃除」　　　　稲川支援学校　　　　　　教諭　山口　　梓　��　58

１２　中学部３年「掃除」

　　　　　　　　　　　秋田大学教育文化学部附属特別支援学校　教諭　佐藤　美里　��　64

１３　中学部３年「持ち帰る物の用意」栗田支援学校　　　　　　教諭　加藤　秀幸　��　66

※実践２、６、７、１１は、平成２９年度授業改善プロジェクト授業・事例研究会の対象事例

資料１　小学部「生活科」と中学部「職業・家庭科」の目標、各段階の目標及び内容　��　68

資料２　知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科の各段

　　　　階の構成　��������������������������������　73

資料３　知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部の各教科

　　　　及び中学部職業・家庭科の特質に応じた見方・考え方　������������　74

資料４　平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクトの概要　�����������　75

3日常生活の指導ガイド





Ⅰ．基礎編



　日常生活の指導の基礎・基本の前に、知的障害教育における指導の特徴を押さえておきましょ

う。全ての授業の基本になりますので、改めて確認しましょう。

（１）知的障害のある児童生徒の学習上の特性等

○�学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活の場面の中で生かすことが難

しい。

　→�実際の生活場面に即しながら、繰り返して学習することにより、必要な知識や技能等を身に

付けられるようにする継続的、段階的な指導が重要となる。児童生徒が一度身に付けた知識

や技能等は、着実に実行されることが多い。

○�成功経験が少ないことなどにより、主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないことが

多い。

　→�学習の過程では、児童生徒が頑張っているところやできたところを細かく認めたり、称賛し

たりすることで、児童生徒の自信や主体的に取り組む意欲を育むことが重要となる。

○�抽象的な内容の指導よりも、実際的な生活場面の中で、具体的に思考や判断、表現できるよう

にする指導が効果的である。

○�教材・教具、補助用具やジグ等を含めた学習環境の効果的な設定をはじめとして、児童生徒へ

の関わり方の一貫性や継続性の確保などの教育的対応や、在籍する児童生徒に関する周囲の理

解などの環境的条件も整え、知的障害のある児童生徒の学習活動への主体的な参加や経験の拡

大を促していくことも大切である。

　→�例えば、卒業後の就労等の進路先では、物事にひたむきに取り組む態度や誠実さといった学

びに向かう力や人間性が十分発揮されやすい。

○�ＩＣＴ機器等を有効に活用することにより、児童生徒のもつ能力や可能性が更に引き出され、

様々に活動が発展し、豊かな進路選択の可能性が広がることで、自立と社会参加が促進されて

いく。

○�児童生徒の多様な可能性を引き出すためには、学校だけでなく、児童生徒に関わる家族や支援

者、家庭等での様子など児童生徒を取り巻く環境や周囲の理解なども視野に入れた児童生徒の

確実な実態把握が必要である。特に、知的障害の程度が極めて重度である場合は、本来もって

いる能力を十分に把握できない場合があるため、より詳細な実態把握が必要である。また、視

覚障害、聴覚障害、肢体不自由や病弱など、他の障害を併せ有することも多いので、より一層

のきめ細かな配慮が必要となる。

※参考：新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年7月）配布資料

１　知的障害教育における指導の特徴
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（１）�児童生徒の知的障害の状態、生活年齢、学習状況や経験等を考慮して教育的ニーズを

的確に捉え、育成を目指す資質・能力を明確にし、指導目標を設定するとともに、指

導内容のより一層の具体化を図る。

（２）�望ましい社会参加を目指し、日常生活や社会生活に生きて働く知識及び技能、習慣や

学びに向かう力が身に付くよう指導する。

（３）�職業教育を重視し、将来の職業生活に必要な基礎的な知識や技能、態度及び人間性等

が育つよう指導する。その際に、多様な進路や将来の生活について関わりのある指導

内容を組織する。

（４）�生活の課題に沿った多様な生活経験を通して、日々の生活の質が高まるよう指導する

とともに、よりよく生活を工夫していこうとする意欲が育つよう指導する。

（５）�自発的な活動を大切にし、主体的な活動を促すようにしながら、課題を解決しようと

する思考力、判断力、表現力等を育むよう指導する。

（６）�児童生徒が、自ら見通しをもって主体的に行動できるよう、日課や学習環境などを分

かりやすくし、規則的でまとまりのある学校生活が送れるようにする。

（７）�生活に結びついた具体的な活動を学習活動の中心に据え、実際的な状況下で指導する

とともに、できる限り児童生徒の成功経験を豊富にする。

（８）�児童生徒の興味や関心、得意な面に着目し、教材・教具、補助用具やジグ等を工夫す

るとともに、目的が達成しやすいように、段階的な指導を行うなどして、児童生徒の

学習活動への意欲が育つよう指導する。

（９）�児童生徒一人一人が集団において役割が得られるよう工夫し、その活動を遂行できる

ようにするとともに、活動後には充実感や達成感、自己肯定感が得られるように指導

する。

（10）�児童生徒一人一人の発達の側面に着目し、意欲や意思、情緒の不安定さなどの課題

に応じるとともに、児童生徒の生活年齢に即した指導を徹底する。

※新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年7月）配布資料より

（２）知的障害のある児童生徒の教育的対応の基本

　知的障害のある児童生徒の学習上の特性等を踏まえ、学習環境面を含めた児童生徒一人一人の

確実な実態把握に基づき、次のような教育的対応を基本とすることが重要です。
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（３）特別支援学校（知的障害）の教育課程の構造

［教育課程の基本的内容］

　※特別支援学校（知的障害）小学部の教育課程の例

［指導の形態］

※中央教育審議会初等中等教育分科会　教育課程部会　特別支援教育部会

第６回配付資料より（平成28年2月）
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　日常生活の指導は、日常生活そのものの指導であり、毎日一定の時間に繰り返し行われます。

指導の意義や意図を意識した指導が行われるよう、ここで改めて、日常生活の意義を確認してみ

ましょう。

２　日常生活の指導の意義

　日常生活の指導において、終局的に目指しているところは、児童生徒が、一日の生活を見

通しをもって、その時々の日常生活の諸活動を自力で処理できるようにすることである。

　単に、身辺生活の処理にかかわる技能を高めることにとどまらず、日常生活をより自立

的・発展的に行うための生活意欲や生活態度を育てることも意図している。

　発達段階が、幼児期の状態にある児童生徒には、特に日常的な生活を大切にする必要があ

る。日常生活に適切な働きかけをすることによって、児童生徒の生活を充実させ、発達を促

すことができるからである。児童生徒が、日常生活の諸活動に精一杯取り組み、それを無難

に処理することを繰り返せば、児童生徒自身の力で生活できる部分が日に日に大きくなり、

児童生徒の生活は、おのずから、より自立的になり、より発展的となる。

※「日常生活の指導の手引（改訂版）」より

　日常生活の指導では、一日の見通しをもてるようにし、諸活動に向けた意欲を高めるため

の「朝の会」や、一日を振り返り、取組の成果を共有するための｢帰りの会｣、またこれらの

一連の流れにおける役割の遂行、係活動などの他、「着替え」や｢給食における準備・片付

け｣あるいは給食におけるマナーなどが内容として取り上げられる。また、掃除などは、中

学部以降の職業教育にもつながる活動内容といえ、｢役割｣や「きまり」は価値観を形成する

ことに関連付けて取り扱われる。これらの活動はすべて｢社会的・職業的自立に向け、必要

な基礎となる能力や態度｣を育成するものの一つであり、その指導及び支援を通して児童生

徒一人一人の「キャリア発達」を促すことが求められるのである。日々繰り返し取り組まれ

る｢日常生活の指導｣は、自分の生活に係る様々な事項に自分で取り組み、他者との関わりを

通して遂行することで達成感を得ていくものである。また、昨日や今日を振り返り、今より

先を見通していくものであることから、まさにキャリア形成の土台作りといえよう。

※「『日常生活の指導』の実践　キャリア発達の視点から」より
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　日常生活の指導の特徴と留意点について、新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年７

月）配布資料には、次のように示されています。なお、下線部分は、前回の特別支援学校学習指

導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）の内容から、文言が変更になったところや新た

に加えられた内容です。特に、指導上の留意点（オ）「学校と家庭等との連携」については、新

たに項目として加えられた内容です。これらは、今後、日常生活の指導を行う上で特に重要な点

となりますので、しっかりと押さえておきましょう。

（１）日常生活の指導の特徴

（２）指導上の留意点

３　日常生活の指導の特徴と留意点

　日常生活の指導は、児童生徒の日常生活が充実し、高まるように日常生活の諸活動につい
て、知的障害の状態、生活年齢、学習状況や経験等を踏まえながら計画的に指導するもので
ある。
　日常生活の指導は、生活科を中心として、特別活動の〔学級活動〕など広範囲に、各教科
等の内容が扱われる。それらは、例えば、衣服の着脱、洗面、手洗い、排泄、食事、清潔な
ど基本的生活習慣の内容や、あいさつ、言葉遣い、礼儀作法、時間を守ること、きまりを守
ることなどの日常生活や社会生活において、習慣的に繰り返される、必要で基本的な内容で
ある。

※新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料より

　日常生活の指導に当たっては、以下のような点を考慮することが重要である。
（ア）�日常生活や学習の自然な流れに沿い、その活動を実際的で必然性のある状況下で取り

組むことにより、生活や学習の文脈に即した学習ができるようにすること。
（イ）�毎日反復して行い、望ましい生活習慣の形成を図るものであり、繰り返しながら取り

組むことにより習慣化していく指導の段階を経て、発展的な内容を取り扱うようにす
ること。

（ウ）�できつつあることや意欲的な面を考慮し、適切な支援を行うとともに、生活上の目標
を達成していくために、学習状況等に応じて課題を細分化して段階的な指導ができる
ものであること。

（エ）�指導場面や集団の大きさなど、活動の特徴を踏まえ、個々の実態に即した効果的な指
導ができるよう計画されていること。

（オ）�学校と家庭等とが連携を図り、児童生徒が学校で取り組んでいること、また家庭等で
これまで取り組んできたことなどの双方向で学習状況等を共有し、指導の充実を図る
ようにすること。

※新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料より
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　日常生活の指導は、日常生活の流れに沿って、次のような実際の活動を通して行われます。

　なお、日常生活の指導の内容を具体化するに当たっては、小学部「生活科」、中学部「職業・

家庭科」、高等部「職業科」「家庭科」の内容を参考にすることが重要です。

（小学部「生活科」、中学部「職業・家庭科」の内容等　☞Ⅲ．資料編　Ｐ６８参照）

日常生活の指導の内容例

登 校
目的地までの歩行、交通安全、交通機関・スクールバスの利用、靴の履き
替え、雨具の始末、定刻までの登校、教師・友達との挨拶など

朝 の 支 度 帽子・かばんの始末、持ち物の整理、ノート類の提出、着替え、用便など

係 の 仕 事
窓の開閉、小動物・草花等の世話、黒板ふきの掃除、ごみ箱のごみ捨て、
提出物の回収、日課の表示など

朝 の 会
絵本の読み聞かせ、朝の挨拶、手遊び歌、朝の歌、体操、出欠調べ、月
日・曜日・天気調べ、昨日のことの話し合い、日記の発表、今日の予定、
給食の献立の発表、守ることの確認、健康調べ、衛生検査など

食 事

手洗い、うがい、身支度、食器・食品の運搬、配膳、食事の挨拶、よくか
んで食べること、好き嫌いをしないで食べること、時間内に食べること、
箸や食器の扱い方、作法を守ること、食器の後始末、歯磨き、食後の遊
び・運動など

掃 除

身支度、分担して仕事をすること、協力して仕事をすること、時間を意識
して仕事をすること、机・椅子等の移動、掃き掃除、モップがけ、雑巾が
け、掃除機の使用、床みがき、窓ふき、机ふき、黒板ふきの掃除、手洗い
場の掃除、棚等の整理・整頓、掃除手順を覚えること、掃除用具の扱い
方、掃除用具の手入れの仕方、用具の後始末、手洗いなど

帰りの支度
着替え、帽子・かばん等の持ち物の用意、ノート類・配付物の持ち帰り、
次の日の準備、戸締まり、用便など

帰 り の 会
日課表・家庭連絡帳の記入、今日の学習の振り返り、次の日の予定の確
認、帰りの歌、挨拶など

下 校
靴の履き替え、雨具の用意、目的地までの歩行、交通安全、交通機関・ス
クールバスの利用など

※日常生活の指導の手引（改訂版）、特別支援学校授業改善プロジェクト　実践事例より

４　日常生活の指導の内容
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（１）日常生活の指導の授業改善「１４の視点」

　日常生活の指導は、毎日、一定時間にほぼ同じように繰り返されます。したがって、児童生徒

の変容に応じて、日々授業改善が必要になります。しかし、多くの学校では、遊びの指導や生活

単元学習、作業学習等の他の指導の形態と比較して、授業研究会等の対象となる機会が少なく、

意識して授業を評価する機会が限られているのではないでしょうか。

　日常生活の指導が固定的に繰り返され、児童生徒の活動の仕方が一定化していないか、より水

準の高い活動の仕方に変えていくように適切な手立てを講じているか等、日常生活の指導の基礎・

基本に基づく実践になっているか改めて振り返ってみましょう。

　その際、以下に示した日常生活の指導の授業改善｢１４の視点｣を参考にしてください。これは、

平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクトにおける基礎研修会や授業・事例研究会、各担

当教諭の資料から得られた、授業改善の視点です。

５　日常生活の指導の評価

日常生活の指導の授業改善「１４の視点」
＜計画＞

①　生育歴や家庭での様子を含めた実態把握ができているか。

②　�今の活動が、次の学年、学部、卒業後にどのようにつながるかイメージできているか。

③　�障害特性、発達段階、生活年齢、学習状況や経験を踏まえた段階的、発展的な指導内

容になっているか。

④　�ティーム・ティーチングの役割が明確であり、指導の意図が教師間で共有されているか。

⑤　家庭（施設、病院）と連携を図り、双方向で情報を共有して指導に反映しているか。

⑥　�日常生活動作の機能向上に向け、外部専門家との連携や自立活動との関連が図られて

いるか。

⑦　�身に付けた力や活動意欲を高めるために、他の指導の形態との関連を意図した一貫性

のある指導計画になっているか。

⑧　関連する各教科の育成を目指す資質・能力を明確にした指導計画になっているか。

＜実践＞

⑨　最後まで見通しをもって取り組める適切な活動量・支援量になっているか。

⑩　日常生活の流れに沿って、自然で実際的、必然的な活動になっているか。

⑪　�人との関わりや役割意識、きまりを守ることなど、集団生活を送る上で必要な技能や

態度を主体的に身に付けられる活動になっているか。

⑫　学級、学年、学部、全校で支援方法が標準化されているか。

＜評価＞　　　

⑬　�内面の成長を含めて複数の目で実態を把握し、指導を評価・改善する体制をとってい

るか。

⑭　関連する各教科の目標に準拠した評価の観点による学習評価が行われているか。
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（２）各教科等を合わせた指導の学習評価

　各教科等を合わせた指導の学習評価を行うに当たっては、各教科の目標に準拠した評価の観点

に基づき学習評価を行うことが重要です。新特別支援学校学習指導要領　総則等編（小学部、中

学部）説明資料には、以下のように示されています。

（３）指導内容の設定と授業時数の配当

　授業時数の配当に当たっては、以下のことを参考にしてください。

　児童生徒一人一人の学習状況を多角的に評価するため、各教科の目標に準拠した評価の観

点による学習評価を行うことが重要である。一つの授業や単元、年間を通して、児童生徒が

どのように学ぶことができたのかや、成長したのかを見定めるものが学習評価である。

　また、学習評価は児童生徒にとって、自分の成長を実感し学習に対する意欲を高める上で

有効であり、教師にとって、授業計画や単元計画、年間指導計画等を見直し改善する上で

も、効果的に活用していくことが重要である。

　このような評価は教師が相互に情報を交換し合いながら適時、適切に評価に関する情報を

積み上げ、組織的・体系的に取り組んでいくことが重要である。

　なお、教科別の指導を行う場合や各教科等を合わせて指導を行う場合においても、各教科

の目標に準拠した評価の観点による学習評価を行うことが必要である。

※新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料より

　各教科等を合わせて指導を行う場合には、授業時数を適切に定めることが示されている。

各教科等を合わせて指導を行う場合において、取り扱われる教科等の内容を基に、児童生徒

の知的障害の状態や経験等に応じて、具体的に指導内容を設定し、指導内容に適した時数を

配当するようにすることが大切である。

　指導に要する授業時数をあらかじめ算定し、関連する教科等を教科別に指導する場合の授

業時数の合計と概ね一致するように計画する必要がある。

※新特別支援学校学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料より
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　日常生活の指導や遊びの指導、生活単元学習、作業学習は、各教科等を合わせた指導であり、

児童生徒の能力や特性を考慮した指導の形態です。したがって、各教科等の基礎・基本が発展的

に関連付いて構成されます。

　特に日常生活の指導は、各教科等を合わせた指導の形態の中でも最も基礎的なものであるとと

もに、小学部から高等部までを通じて扱われます。したがって、それぞれの指導の形態との関連

を理解し、相互に効果を上げられるよう指導内容や指導方法を整えることと、カリキュラム・マ

ネジメントの視点に基づき計画―実践―評価―改善していくことが重要になります。

（１）各教科等を合わせた指導の教育課程上の位置付け

（イメージ図）

小学部（低→高） 中学部 高等部

遊びの指導

生活単元学習（体験→実際の生活）

（遊びの要素：多→少） （作業の要素：製作活動の少→多）

作業学習（生産→労働習慣）

日常生活の指導

※特別支援学校　生活単元学習ガイドより

（２）学習活動のねらいによる各指導の形態の違い

　　～例：草花への水やり（かん水）～

　　　　　・草花に毎日水をかける係活動　　　　　　　→　　【日常生活の指導】

　　　　　・草花の栽培を生活のテーマとした学習展開　→　　【生活単元学習】

　　　　　・生産活動として草花を大量に栽培　　　　　→　　【作　業　学　習】

※特別支援学校　生活単元学習ガイドより

６　他の指導の形態との関連

12 日常生活の指導ガイド



（３）日常生活の指導と遊びの指導

　朝の会で、絵本｢おおきなかぶ｣の読み聞かせを行い、児童の興味・関心が高まったところで、

遊びの指導において「おおきなかぶ」を題材にした再現遊びを行います。読み聞かせによってス

トーリーに見通しをもち、理解が深まっていることで、遊びの指導では登場人物になりきって遊

ぶ児童同士の関わりが生まれることなどが期待されます。また、遊びの指導で経験した内容を、

朝の会や帰りの会で振り返ることで、そのとき感じた気持ちを表現する活動につなげることも効

果的です。

○日常生活における「遊び」と遊びの指導における「遊び」の違い

　例１：手遊び歌や電車ごっこ

　　・朝の会の一つの内容として扱われる手遊び歌や電車ごっこ【日常生活の指導】

　　・手遊び歌からリズム遊びへの学習展開【遊びの指導】

　　・電車ごっこから乗り物遊びへの学習展開【遊びの指導】

　例２：自由遊び

　　・朝の会が始まるまでの毎日一定時間に行われる自由遊び【日常生活の指導】

　　・遊びの指導のねらいに沿って展開される自由遊び【遊びの指導】

　　※�同じ遊びの内容でも、毎日一定時間にほぼ同じように、生活の中で繰り返し行われるもの

は、日常生活の指導として意味付ける方が適当です。

※日常生活の指導の手引（改訂版）より

�

参考：遊びの指導を展開する「７つの視点」

①　児童が積極的に遊ぼうとする環境を設定すること。

②　遊びをできるだけ制限することなく、安全に遊べる場や遊具を設定すること。

③　教師と児童、児童同士の関わりを促す場を設定し、遊具等を工夫すること。

④　�自ら遊びに取り組むことが難しい児童には、遊びを促し、遊びに誘い、いろいろな遊び

を体験できるように配慮して、遊びの楽しさを味わわせるようにすること。

⑤　身体活動が活発に展開できる遊びを多く取り入れるようにすること。

⑥　遊びの題材を豊富に取り入れた指導をすること。

⑦　家庭、児童福祉施設等との連携を密にすること。

※特別支援学校　遊びの指導ガイドより
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（４）日常生活の指導と生活単元学習

　生活単元学習で調理学習を行う際、準備として手洗いの場面があります。日常生活の指導にお

いて、食事の前に手を洗うことが習慣化されていると、調理の前にも手を洗う意識が身に付きや

すくなります。日々の手洗いの場面を捉えて、「手がきれいだとおいしいものが食べられるね」

｢おいしく調理ができそうだね｣などと意味付けすることで、児童生徒が自分から手を洗おうとす

る意識が高まります。また、修学旅行を前に、素早く着替えができるように意識を高めていくな

ど、行事単元と関連付けて日常生活の指導を行うことも考えられます。

○「日常生活の指導」と「生活単元学習」等との性格の違い

参考：生活単元学習を評価する「７つの視点」

①　単元名が生活に即し、分かりやすく、吟味されているか。

②　単元の目標が生活上の目標達成や課題解決につながるものになっているか。

③　実際の生活から発展した計画になっているか。

④　身に付けた内容を生活に生かす計画になっているか。

⑤　児童生徒の目標意識や課題意識を育てる活動を含んだ計画になっているか。

⑥　児童生徒が興味・関心や課題意識をもてる授業の導入になっているか。

⑦　�児童生徒が十分活動し、繰り返す中で、気付き、考え、思考する授業の展開になってい

るか。

※特別支援学校　生活単元学習ガイドより

　「生活単元学習」等は、多くの場合、子供の学校生活において中心となる活動で組織され

る。子どもの思いの中に多くの部分を占め、この活動に期待感や時には緊張感をもって登校

する。それが「生活単元学習」等の性格である。「生活単元学習」等が適切に展開されれ

ば、それは子供の生活の中で、大事な思い出にもなる充実した時間となる。それに対して、

「日常生活の指導」は、学校生活の中心となる活動ではなく、多くは日常生活の中で繰り返

される習慣的な活動である。「日常生活の指導」の活動が首尾よく成し遂げられていれば、

子供の中にことさら意識されないものとなることもある。習慣化されるので、これといった

感慨もなく過ぎていくものとなる。｢日常生活の指導｣の性格は、このような、いわば当たり

前さにある。

※｢日常生活の指導｣の実践　キャリア発達の視点から　より一部抜粋
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参考：作業学習を評価する「１０の視点」

【作業学習の目標・内容、製品等の開発、作業量】
　①　生徒個々に応じた目標と内容になっているか。
　②　職場実習につながる目標と内容になっているか。
　③　製品や作物、販売等の機会が固定化されていないか。
　④　作業量が十分確保されているか。
【原材料、道具・補助具、作業環境】
　⑤　安価、再利用、無償協力の原材料になっているか。　
　⑥　精度を上げる道具や補助具の選択・工夫があるか。
　⑦　作業しやすい環境を整えているか。
【指導者の理解と力量】
　⑧　作業学習のねらいなど基本的な内容の理解は十分であるか。
　⑨　生徒の作業能力を職場実習も含めて客観的に分析できているか。
　⑩　担当作業種等について自己研鑽しているか。

※特別支援学校　作業学習ガイドより

（５）日常生活の指導と作業学習

　作業学習において求められる、挨拶、返事、報告、話を聞く態度、時間を守る意識等をはじ

め、素早く着替えたり、手際よく掃除したりする内容は、全て日常生活の指導で扱われる内容で

す。また、前述したように、手洗いなどの生活習慣が身に付いていると、食品加工等の作業種で

は大きな力となって発揮されるなど、進路選択の幅が広がることにもつながります。このことか

ら、日常生活の指導は、学校卒業後の進路実現に結び付く重要な指導の形態であることが分かり

ます。日常生活の指導に当たっては、支援の在り方や指導内容等について、学部間の連携を図

り、指導が積み重なるように共通理解を図っていくことも重要になります。

（６）日常生活の指導と教科別の指導

　日常生活の指導は各教科等を合わせた指導の形態の一つであり、生活科を中心にいろいろな教

科の内容が含まれています。指導している内容を教科別の指導とも関連付けて、発展的に取り扱

うことが重要です。

　例：朝の会、帰りの会で歌う歌　→　【音楽】

　　　朝の会における昨日の出来事のスピーチ、帰りの会での日誌記入　→　【国語】

　　　朝の会における日付の確認　→　【算数】

　　　名前カードを用いた教師や友達の呼名　→　【国語】

　　　朝の会でのリトミック　→　【体育】

　なお、生活科の内容の多くは、それだけを取り出して時間を設定して指導するよりも、各

教科等を合わせた指導の形態により、総合的に取り扱う方が効果的である。したがって、生

活科の時間については、設定しないことが一般的である。

※日常生活の指導の手引（改訂版）より
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　特別支援学校（知的障害）において、日常生活の指導は、小学部、中学部、高等部の全ての学

部で行われていますが、学年、学部段階が進むに従って、着替えや朝の会、食事、掃除など、日

常生活の諸活動の時間配分や、内容、ねらいの組み立て方が異なってきます。これは、日常生活

の指導の扱いが軽くなるということではありません。むしろ、各学部段階における日常生活の指

導が丁寧に行われることで、それぞれの他の指導の形態において、指導の効果が一層高まること

が期待されます。

　例えば、作業学習で求められる挨拶・礼儀、身だしなみ、衣服の調節、着替えの速さ、健康管

理・衛生、役割意識、掃除の技能等は、まさに日常生活の指導でも扱われる内容であり、この力

が日常生活の指導によって十分に身に付いていると、より質の高い作業学習のねらいが設定され

ることになります。この意識を学校の全職員で共有し、小学部から中学部、中学部から高等部へ

と、指導内容や支援方法を切れ目なくつないでいくことが大切です。

　また、中学部・高等部における日常生活の指導に当たっては、発達段階に関わりなく、年齢相

応の環境を児童生徒に用意したり、青年期にふさわしい配慮をしたりしながら、自尊感情等に留

意することも大切です。

　例えば、歯磨きの際、小学部時代には幼児向けアニメキャラクター付きの歯磨き粉を使ってい

た場合は、年齢相応なものを使い慣れるようにしていくことが必要です。また、名前を「ちゃ

ん」付けで呼んだり、幼児言葉で話しかけたり、着替えの介助を異性の教職員が行ったりするこ

とのないように気を付けなければいけません。これは、人権への配慮としても大切な視点です。

　さらに、日常生活の指導は、思春期ならではの課題への対応等、保健体育や生徒指導とも関連

してきます。特に、性に関する指導やＳＮＳ等を使ったやりとりによるトラブルに関する指導に

ついては、担任のみで抱え込まず組織として対応していくことが肝要です。そのためにも、予想

される諸課題について学年や学部の職員間で事前に確認し合い、生徒指導主事や学部主事、養護

教諭、寄宿舎指導員等と連携し、保護者の協力を得ながら計画的に指導していくことが大切で

す。

７　中学部・高等部における日常生活の指導

　生理・射精など性とかかわる内容に対する生活指導上の配慮として大切なことは、個々の

内容を取り出して単発的に問題にする前に、生活全般への適切な対応に心がけるということ

である。そうすることで、安定した生活リズム・望ましい生活習慣の確立を図ることに努め

なければならない。生活全般の調整ということになれば、当然、保護者と教師との協力、家

庭と学校との連携が必要となる。

※日常生活の指導の手引（改訂版）より
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　障害の状態が重い児童生徒に対する学習活動は、多くの場合、自立活動を中心とした教育課程

において行われています。自立活動の内容である健康の保持、心理的な安定、人間関係の形成、

環境の把握、身体の動き、コミュニケーションは、全て日常生活の指導との関連が深く、前述の

授業改善の視点にも配慮して進めていくことが大切です。また、学習指導要領説明会配布資料

（自立活動編）に示されているとおり、ＷＨＯ（世界保健機関）が採択したＩＣＦ（国際生活機

能分類）の考え方に基づき、児童生徒本人を取り巻く環境面も含めて、多面的・総合的に日常生

活を捉え、ＱＯＬ（生活の質）の視点から教育目標や指導内容を設定することが大切になりま

す。

　なお、自立活動の指導においては、次のような点に留意するよう示されています。

８　重度・重複障害のある児童生徒の日常生活の指導

　自立活動が指導の対象とする「障害による学習上又は生活上の困難」は、ＷＨＯにおいて

ＩＣＦが採択されたことにより、それとの関連で捉えることが必要である。つまり、精神機

能や視覚・聴覚などの「心身機能・身体構造」、歩行やＡＤＬ（食事や排泄、入浴等の日常

生活動作）などの「活動」、趣味や地域活動などの「参加」といった生活機能との関連で

「障害」を把握することが大切であるということである。そして、個人因子や環境因子等と

のかかわりなども踏まえて、個々の幼児児童生徒の「学習上又は生活上の困難」を把握した

り、その改善・克服を図るための指導の方向性や関係機関等との連携の在り方などを検討し

たりすることが、これまで以上に求められている。

※新学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料（自立活動編）より

　ＩＣＦの特徴の一つは、環境因子等を適切に考慮する点にあるが、成長期にある幼児児童

生徒の実態は様々に変化するので、それらを見極めながら環境を構成したり整えたりする必

要がある。自立活動の指導においては、幼児児童生徒が障害による学習上又は生活上の困難

を改善・克服するために必要な知識・技能等を身に付けることが目標（ねらい）となる。し

たがって、それにつながるように個々の幼児児童生徒の実態に応じて環境を整えつつ、指導

内容・方法の創意工夫に努め、幼児児童生徒の自立と社会参加の質の向上につながる指導を

進めることが大切である。

※新学習指導要領説明会（平成29年７月）配布資料（自立活動編）より
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Ⅱ．実践編



１　本指導の内容に関する、年度当初の対象児童の実態

　�　指さしや簡単な指示を聞いて、何をするかが分かり、一人で取り組もうとする。初めて行う

生活に必要な動作が多いため、手を添えて両手や指先の使い方を指導している。様々なことに

注意が向くため、最後まで続けて取り組むことが難しいが、持ち物の置き場所は分かってきて

いる。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○�登校から朝の会までの、持ち物の整理、係活動、着替え、排せつの流れが分かり、自分から

行う。

３　授業改善の視点

　○目標のスモールステップ化

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①持ち物の整理

　　②係活動（天気カード、ごみ捨て、健康観察簿）

　　③着替え

　　④排せつ

（２）工夫点

　　○�次の活動の手掛かりとなるよう

に、朝の活動の流れや着替えの

手順を文字と写真で掲示し（写真

１）、写真を指さしながら、「天

気」「靴」などと言葉掛けをし

た。

　　○�着替えを自分で行う気持ちが育つ

ように、集中の度合いや児童の体

の動きに合わせて、教師が手順の

一部を行い、一人でできた達成感

を感じることができるようにし

た。（写真２）

事例１
小学部１年「日常生活の指導」
指導の内容「朝の活動」

秋田県立横手支援学校　教諭　佐藤　深雪

（写真２）
（写真１）
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５　対象児童の変容

　○�写真カードを指さして、次の活動を知らせるようにしたことで、児童が自分から写真を指さ

して確認し、次の活動を言葉で伝えるようになった。

　○�パネルで仕切った着替え用のスペースを設け、手順を少なくしたことで、集中が途切れるこ

とが少なくなり、おおまかな手順を覚え、５分程度で体育着に着替えるようになった。家庭

でも、入浴時など、自分で衣服の着脱をするようになった。

　○�係活動は、黒板から教室後方出口側に天気カード、ゴミ箱、健康観察簿を置いたことで、写

真カードがなくても、「次は？」の言葉掛けで、「天気」「ごみ」と答え、次の活動に移る

ようになった。一人で保健室まで行き、健康観察簿を正しい向きでかごに入れ、戻ってくる

ことができるようになった。

６　他の指導場面との関連

　�　朝の活動の流れや着替えの手順表の活用ができるようになったことで、他の授業でも写真や

イラストに注目するようになり、朝の会で行っている好きな手遊びの絵カードを選んだり、身

の回りの物の写真カードを見て名前を覚え、正しく答えたりするようになった。

次の活動の確認持ち物の整理

着替えの手順の確認着替え用のスペース

健康観察簿の提出係活動の環境
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象児童の実態

　・�心身の状態により、着替えに取り掛かるまでに時間を要するときがあるが、概ね自分で取り

組むことができる。

　・�襟元や袖口が肌に触れることに抵抗を示し、少しでも服が汚れた場合にはすぐに着替えをす

る。制作活動の前など、普段と違う場面で着替えが必要になったときに気持ちが不安定にな

る。

　・�シャツが出ていても気にする様子がなく、自分から身だしなみを整えようとする意識が低

い。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○�シャツの裾をズボンに入れることに気付き、自分から身だしなみを整える習慣を身に付け

る。

３　授業改善の視点

　○集団を生かした指導内容の工夫

　○興味・関心を引きつける教材や活動内容の工夫

　○キャリア発達の視点を踏まえた家庭との連携

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①個別の活動（私服から体育着への着替え）

　　②集団での活動（朝の会での身だしなみチェック）

（２）工夫点

　　○興味・関心（相撲の取組）を生かした活動内容の工夫と集団で取り組む場面の設定

事例２
小学部５年「日常生活の指導」
指導の内容「着替え」

秋田県立比内支援学校　教諭　松尾　佑美

＜写真②＞＜写真①＞
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　○朝の会での身だしなみチェックに関する掲示物の工夫

５　対象児童の変容

　・�興味・関心（相撲の取組）を生かし、友達や教師と対戦形式で行う「身だしなみチェック」

を朝の会の中に設定した。その時間を楽しみにしながら、「今日も勝つぞ」と話して身だし

なみを整えてから朝の会に参加したり、「身だしなみチェック」の時間が近付くと自分から

シャツの裾を確認したりする姿が増えた。＜写真①、②＞

　・�「身だしなみチェック」に関連する絵カードを着替え場所に貼ったり、日々の取組が分かる

掲示物として番付表を教室内に掲示したりした。それらを目にすることで、日常的に「今場

所も、優勝するぞ」と自分から身だしなみを整えたり、掲示物を見て身だしなみを整えるこ

とに気付いたりするようになってきた。＜写真③、④＞

　・�学級全体で取り組んだことで、「○○さん、身だしなみ大丈夫」と友達に声を掛けるなど、

友達同士で身だしなみを確認し合う場面が見られるようになってきた。

　・�小学部卒業後の生活を考え、衣服の種類（制服や作業着など）が変わっても同様に着替えに

取り組むことができるようにという視点を保護者と共通理解し、指導に当たった。ボタンや

ファスナーなどが付いた服を家庭に用意してもらい、学校でもそれらの技能の獲得に向けて

練習に取り組むことができた。

６　他の指導場面との関連

　�　体育着から私服への着替えの場面や排せつ後などにおいても、身だしなみを整えることに気

付いて、自分からシャツの裾を入れることができるように、教師の言葉掛けを工夫しながら取

り組んでいる。

＜写真④＞＜写真③＞
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※着替えに関連する部分は網掛けもしくは�枠囲み�で表記

小学部５年　日常生活の指導　学習指導案

日　時：平成２９年１０月３１日（火）
　　　　　　　１校時（８：４０～９：２５）
場　所：小学部５年教室、小学部学習室他
指導者：松尾佑美（Ｔ１）藤井真由（Ｔ２）
　　　　久保田希（Ｔ３）

１　題材名　　　「朝の活動・朝の会」

２　題材の目標

※知・技
・�相手と手を合わせたり、視線を合わせて「おはようございます」と話したり
して朝の挨拶をする。

※思判表

・�朝の会での自分の役割が分かり、姿勢や声の大きさなどに気を付けて係の仕
事を行う。
・�自分からまたは教師の言葉掛けを受けて、身だしなみを整えるポイントに気
付き、シャツの裾を正しく直す。

※主体的 ・�安定した気持ちで活動に取り組み、一日の学習に見通しや期待感をもつ。

※知・技�知識・技能、思判表�思考力・判断力・表現力等、主体的�主体的に学習に取り組む態度

３　児童と題材
　�　本学級は、男子３名、女子１名の計４名からなる。男子１名、女子１名は車いすを使用して
おり、日常生活全般において支援が必要である。他２名は、心身の状況により活動に向かうこ
とができなかったり、着替えの際に部分的に教師の支援や確認を必要としたりすることがある
が、一連の流れが分かり概ね自分で取り組むことができる。

　�　毎日同じ流れで一日の学習を始めたり、その日の予定に見通しをもったりすることで、安定
した気持ちで活動に向かうことができる時間や場面が増えてきている。また、それぞれの係活
動に繰り返し取り組むことで、進んで自分の役割を果たそうとする姿も見られるようになって
きている。
　�　朝の活動や朝の会は、一日の生活に見通しをもち、気持ちや身の回りのことを整えてその後
の学習に安心して臨むための大切な時間である。
　�　「朝の活動」では、挨拶や着替えなどの活動に繰り返し取り組むことで、基本的生活習慣に
関する技能を高めることができると考える。身だしなみを整えることなどは、将来の生活にお
いても大切になってくることから、小学部段階から意識を高めていきたい部分である。

＜着替えにおける児童（Ｃ、Ｄ）の主な実態＞
・心身の状態により、着替えに取り掛かるまでに時間を要するときがある。
・�襟元や袖口が肌に触れることに抵抗を示し、少しでも服が汚れた場合にはすぐに着替えを
する。制作活動の前など、普段と違う場面で着替えが必要になったときに気持ちが不安定
になる。
・�シャツが出ていても気にする様子がなく、自分から身だしなみを整えようとする意識が低い。
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　「朝の会」では、一日の予定を聞くことで見通しをもち、楽しみにしている活動に期待感をも
ったり、主体的に取り組もうとしたりする姿も増えるのではないかと考える。また、係活動に取
り組むことで、その場の状況から判断をし、自分の役割が分かって活動に向かうことができるの
ではないかと考え、本題材を設定した。
　指導に当たっては、以下の点に留意する。
　・�気持ちを整えながら朝の活動に向かうことができるように、活動を見守ったり、状況に合わ
せて活動量を調整したりする。

　・�一日の学習に見通しをもつことができるように文字や写真などと合わせて簡潔に予定を伝える。
　・�身だしなみを整える意識を高めることができるように、「鏡を見てみよう」と言葉掛けをし
たり、友達同士で身なりを見合う場面を設定したりする。

　・�将来の生活で必要とされる着替えに関する技能（ファスナーやボタン、ベルト）を高めるこ
とができるように、それらが付いた私服の用意を依頼するなど家庭との連携を図っていく。

４　指導計画（総時数１９９時間）

内容 目標 主な指導の内容 時数

○朝の活動
知・技

・�視線を合わせて朝の挨拶をし
たり、発声で身近な教師の挨
拶に答えたりする。

＜共通の内容＞
・�挨拶、持ち物の整理
や提出、検温
＜個に応じた内容＞
・�係活動、着替え、排
せつ

本時１２０
　／１９９時間

思判表

・�鏡を見たり、教師の言葉掛け
を受けたりして、身だしなみ
を整えることに気付き、シャ
ツの裾をズボンに入れる。

主体的
・�手順表や具体物を手掛かり
に、自分から着替えや係活動
に取り掛かる。

○朝の会
知・技

・�姿勢を正して話を聞いたり、
話し手に合わせて礼をしたり
する。

・歌
・挨拶
・日付と天気
・今日の給食
・今日の予定
・本日の取組
（身だしなみチェック）
・合言葉

思判表

・�自分の役割が分かり、自分か
ら録音再生機器に手を伸ばし
て音声を流したり、決められ
た場所に移動し発表したりす
る。

主体的

・�一日の予定に見通しをもち、
楽しみな活動に対して期待感
を高める。
・�自分から楽器を手に取った
り、体を動かしたりして音楽
を楽しみながら朝の会に参加
する。

※�年間を通して指導を行うが、集団の育ちや個々の能力の伸長に合わせて発展的な内容を取り入
れていく。
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５　本時の計画
（１）本時の目標

知・技 ・教師の目を見て挨拶をしたり、笑顔や発声で挨拶に応じたりする。

思判表 ・身だしなみを整えることに気付き、シャツの裾をズボンに入れる。
・�自分の役割の場面で手を動かして操作したり、決まった場所に移動したりする。

主体的 ・朝の会で、一日の予定に見通しをもって楽しみなことを話す。

（２）学習過程
時間 学習活動 手立てと配慮点 評価の観点

8:40
(30)

１　登校
　朝の活動に取り組む。
（１）荷物整理
（２）検温
（３）係活動
（４）排せつ

（５）着替え　
　　�
　　私　服
　　　↓
　　体育着
　（長袖、長ズボン）

・�個々の登校時間や心身の状況に応じ
て、見守ったり、自由な時間を設け
たりする。
・�視線を合わせたり、笑顔や発声で挨
拶をしたりすることができるよう
に、「○○さん」と言葉を掛けてか
ら児童の正面に気を付けの姿勢で立
ち、やり取りをする。� 各T
・�Ａ・Ｂが、気持ちや体調を整えて一
日の学習を始めることができるよう
に、車いすから降りたり、廊下を歩
いたりする時間を設ける。� T2、T3
・�Ｃ、Ｄが、気持ちを整えながら一連
の活動を進めることができるよう
に、気持ちに寄り添ったやり取りを
したり、場面を捉えて称賛したりす
る。� 各T
・�Ｃが、自分から朝の活動に取り掛か
ることができるように、机の近くに
体温計や体育着などをそろえて置
く。

・�身だしなみを整えることができるよ
うに、着替え場所に鏡や朝の会の活
動（本日の取組）につながる掲示物
を設置したり、「シャツはかっこい
いかな」と言葉掛けをしたりする。
・�日常的に身だしなみに気を付けるこ
とができるように、児童の関心が高
い大相撲と関連付けた「身だしなみ
番付表」を教室内に掲示する。

・�複 数 の 教 師 に 対
し、それぞれの手
段で朝の挨拶をす
る こ と が で き た
か。

・�鏡を見たり、教師
の言葉掛けを受け
たりして、シャツ
の裾をズボンに入
れることができた
か。

9:10
(15)

２　朝の会をする。

� 司会：Ｃ
（１）歌：Ｂ
（２）挨拶�：Ｄ
（３）日付と天気：Ｄ
（４）今日の給食：Ｃ
（５）今日の予定
（６）本日の取組
（身だしなみチェック）
（７）合言葉：Ａ

３　次時の準備をする。

・�自分の役割に向かうことができるよ
うに、毎日同じ係に取り組んだり、
発表する場所を分かりやすくしたり
する。
・�見通しをもちやすいように、「今日
の予定」を簡潔に伝える。
・�身だしなみを整える意識を高めるこ
とができるように、友達や教師を見
てシャツの裾が入っているかどうか
○×判定する場面を設定する。シャ
ツの裾が出ている児童に対しては、
自分で身だしなみを整えることに気
付くことができるように、「○にな
るためには、どうしよう。」といっ
た言葉掛けをする。

・�自分の役割や出番
が分かって、係の
仕事に取り組むこ
とができたか。
・�学 習 の 予 定 を 聞
き、楽しみなこと
や頑張りたいこと
を話したか。
・�身だしなみを整え
るポイントに気付
き、自分で直すこ
とができたか。
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（３）本時の評価
　　　児童側・複数の教師に対し、視線を合わせたり、発声したりして挨拶ができたか。
　　　　　　・教師の言葉掛けなどを手掛かりに、身だしなみを整えることができたか。
　　　　　　・一日の学習に見通しをもったり、意欲的に朝の会に参加したりすることができたか。
　　　教師側・それぞれの手段で挨拶ができるような働き掛けや雰囲気づくりは適切だったか。
　　　　　　・身だしなみを意識するための環境や活動の設定は適切だったか。
　　　　　　・学習に期待感をもつことができるような話し方や活動内容は適切だったか。

（４）環境設定について
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＜
個
別
の
目
標
等
＞

児
童
名

実
態

年
間
目
標

本
題
材
の
目
標

本
時
の
目
標

手
立
て

Ａ
（
男
）

・
�光
や
音
が
出
る
も
の
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
て
、
自
分

か
ら
手
を
伸
ば
し
た
り
、
注
視

し
た
り
す
る
場
面
が
増
え
て
き

て
い
る
。
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
持

ち
数
分
程
度
、
続
け
て
振
る
な

ど
の
操
作
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

・
�車
い
す
か
ら
降
り
て
、
自
由
に

歩
く
こ
と
が
好
き
で
あ
る
。

・
�朝
の
会
の
合
言
葉
の

係
と
し
て
、
自
分
か

ら
録
音
再
生
機
器
に

手
を
伸
ば
し
て
音
声

を
流
す
。

知 技
・
�係
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
保

健
室
や
教
室
を
目
指
し
て
歩
行
す

る
。

・
�教
師
と
手
を
つ
な
い
だ
り
、
部
分
的

に
一
人
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
し

な
が
ら
教
室
を
目
指
し
て
歩
く
。

・
�歩
く
方
向
に
体
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
前
方
か
ら

声
を
掛
け
た
り
、
動

い
た
り
し
て
注
目
を

引
く
。

・
�手
を
伸
ば
し
や
す
い

位
置
に
教
材
を
提
示

す
る
。

思 判 表

・
�朝
の
会
の
役
割
の
場
面
で
、
用
具

を
見
て
手
を
伸
ば
し
、
操
作
す

る
。

・
�二
つ
の
輪
の
ど
ち
ら
か
を
引
き
、
く

じ
方
式
で
友
達
の
出
番
を
発
表
す

る
。

主 体 的

・
�係
活
動
で
、
健
康
観
察
カ
ー
ド
を

教
室
ま
で
持
ち
運
び
、
教
師
に
渡

す
。

・
�自
分
か
ら
手
を
伸
ば
し
て
健
康
観
察

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
り
、
握
る
力

を
弱
め
て
教
師
に
渡
し
た
り
す
る
。

Ｂ
（
女
）

・
�身
近
な
教
師
に
対
し
て
は
、
自

分
か
ら
声
を
出
し
て
関
わ
る
姿

が
見
ら
れ
る
。
関
わ
り
の
少
な

い
友
達
や
教
師
の
前
で
は
緊
張

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
笑
顔
を

見
せ
た
り
、
手
の
動
き
で
答
え

た
り
す
る
様
子
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

・
�登
校
時
、
廊
下
で
会

う
教
師
に
対
し
、
担

任
と
一
緒
に
声
を
出

し
て
挨
拶
を
返
す
。

知 技
・
�様
々
な
教
師
に
対
し
て
、
視
線
を

合
わ
せ
た
り
、
声
を
出
し
た
り
し

て
挨
拶
を
返
す
。

・
�廊
下
で
会
う
教
師
２
名
程
に
、
担
任

の
挨
拶
に
合
わ
せ
て
部
分
的
に
声
を

出
す
。

・
�発
声
が
し
や
す
い
よ

う
に
、
隣
で
ゆ
っ
く

り
と
話
す
。

・
�手
の
可
動
域
に
配
慮

し
た
位
置
に
教
材
を

提
示
す
る
。

思 判 表

・
�天
気
を
見
て
、
二
つ
の
絵
カ
ー
ド

か
ら
正
し
い
方
を
選
ぶ
。

・
�「
今
日
の
天
気
は
何
か
な
」
と
い
う

言
葉
掛
け
を
受
け
て
外
に
視
線
を
向

け
、
正
し
い
方
の
絵
カ
ー
ド
に
手
を

伸
ば
す
。

主 体 的

・
�歌
の
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
声

を
出
し
笑
顔
で
朝
の
会
に
参
加
す

る
。

・
�曲
を
聴
き
な
が
ら
、
自
分
か
ら
手
を

大
き
く
動
か
し
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら

し
た
り
す
る
。

Ｃ
（
男
）

・
�心
身
の
状
況
に
よ
り
着
替
え
に

向
か
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

も
あ
る
が
、
朝
の
活
動
で
取
り

組
む
べ
き
内
容
は
分
か
っ
て
い

る
。
気
持
ち
が
安
定
し
て
い
る

と
、
短
時
間
で
着
替
え
を
済
ま

せ
、
教
師
の
言
葉
掛
け
を
受
け

て
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

・
�着
替
え
の
際
に
、
シ

ャ
ツ
の
裾
を
ズ
ボ
ン

に
入
れ
身
だ
し
な
み

を
整
え
る
。

知 技

・
�姿
勢
を
正
し
て
話
を
聞
い
た
り
、

話
し
手
に
合
わ
せ
て
礼
を
し
た
り

す
る
。

・
�教
師
に
注
目
し
て
姿
勢
を
正
し
、

「
今
日
の
予
定
」
の
話
を
聞
く
。

・
�身
だ
し
な
み
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
、
着

替
え
場
所
に
鏡
を
設

置
し
た
り
、
友
達
同

士
で
見
合
う
場
面
を

設
定
し
た
り
す
る
。

・
�集
中
し
て
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
簡
潔
に
予
定
を

伝
え
る
。

思 判 表

・
�シ
ャ
ツ
の
裾
を
ズ
ボ
ン
に
入
れ
、

身
だ
し
な
み
を
整
え
て
か
ら
教
室

に
戻
る
。

・
�鏡
を
見
た
り
、
教
師
の
言
葉
掛
け
を

受
け
た
り
し
て
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
こ
と
に
気
付
き
、
シ
ャ
ツ
の
裾
を

ズ
ボ
ン
に
入
れ
る
。

主 体 的

・
�一
日
の
予
定
に
見
通
し
を
も
ち
、

楽
し
み
な
活
動
へ
の
期
待
感
を
高

め
る
。

・
�学
習
の
予
定
を
聞
き
、
楽
し
み
な
こ

と
を
一
つ
話
す
。

Ｄ
（
男
）

・
�名
前
を
呼
ん
で
視
線
を
合
わ
せ

て
待
つ
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

挨
拶
を
返
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
�着
替
え
の
有
無
に
よ
り
、
気
持

ち
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
普
段
ど
お
り
の
日
課
で

は
、
自
分
か
ら
着
替
え
に
向
か

い
、
教
師
の
言
葉
掛
け
を
受
け

て
シ
ャ
ツ
の
裾
を
ズ
ボ
ン
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
�登
校
時
に
、
自
分
か

ら
朝
の
挨
拶
を
し
て

教
室
に
入
っ
た
り
、

相
手
を
見
て
挨
拶
を

返
し
た
り
す
る
。

・
�着
替
え
の
際
に
、
シ

ャ
ツ
の
裾
を
ズ
ボ
ン

に
入
れ
身
だ
し
な
み

を
整
え
る
。

知 技
・
�相
手
と
視
線
を
合
わ
せ
て
、
挨
拶

を
返
し
た
り
、
自
分
か
ら
挨
拶
を

し
た
り
す
る
。

・
�教
師
と
視
線
を
合
わ
せ
て
、
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
。
・
�「
Ｄ
さ
ん
」
と
声
を

掛
け
て
、
本
児
の
正

面
に
立
ち
挨
拶
を
す

る
。

・
�身
だ
し
な
み
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
、
着

替
え
場
所
に
鏡
を
設

置
し
た
り
、
友
達
同

士
で
確
認
し
合
う
場

面
を
設
定
し
た
り
す

る
。

思 判 表

・
�シ
ャ
ツ
の
裾
を
ズ
ボ
ン
に
入
れ
、

身
だ
し
な
み
を
整
え
て
か
ら
教
室

に
戻
る
。

・
�鏡
を
見
た
り
、
教
師
の
言
葉
掛
け
を

受
け
た
り
し
て
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
こ
と
に
気
付
き
、
シ
ャ
ツ
の
裾
を

ズ
ボ
ン
に
入
れ
る
。

主 体 的

・
�一
日
の
予
定
に
見
通
し
を
も
ち
、

楽
し
み
な
活
動
へ
の
期
待
感
を
高

め
る
。

・
�学
習
の
予
定
を
聞
き
、
楽
し
み
な
こ

と
を
一
つ
話
す
。
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小学部５年　日常生活の指導　年間指導計画

月 題　材　名 目　標 学　習　内　容 予定時数
（実施時数）

反省と
引き継ぎ

年
　
間
　
を
　
通
　
し
　
て

○朝の活動
　
　係活動

・�教師や友達に自分から挨拶したり、挨
拶を返したりする。
・�自分の役割が分かり、係活動に進んで
取り組む。
・�決められた時間内で身支度や係活動を
行う。

・挨拶
・連絡帳と宿題の提出
・検温
・献立の記入
・日付と天気の記入
・健康観察カードの係

３９８

（　　　）

　朝の会 ・�挨拶や礼のときに姿勢を正す。
・�友達とタイミングを合わせて声を出
し、挨拶する。
・�聞きやすい声や立ち位置に気を付け
て、係の発表をする。

・挨拶
・今月の歌
・日付と天気
・今日の給食　
・今日の予定　
・合言葉
・姿勢、聞き方　

○帰りの活動
　清掃

・�掃除の手順や用具の使い方が分かっ
て、進んで清掃に取り組む。

・用具の使い方
・掃除の仕方
・整理整頓

　帰りの会 ・�下校時に忘れ物がないか確認する習慣
を身に付ける。
・�１日の学習を振り返り、頑張ったこと
を発表する。

・持ち物の整理
・がんばり発表
・挨拶

○�基本的生活習慣
着替え

・�着替えの有無に気付き、自分から着替
えに向かう。
・�自分で腕を伸ばしたり曲げたりして着
替える。
・�脱いだ服を丁寧に畳み、籠に入れる。
・�ハンカチ、ちり紙の入れ替えを忘れず
に行う。
・�着替えた後に、自分からまたは教師の
促しを受けてシャツの裾をしまう。

・衣服の着脱
・身だしなみ
・衣服の畳み方

　持ち物の整理 ・�身の回りの物を決められた場所に置く。 ・持ち物の整理整頓
　食事 ・�「いただきます」「ごちそうさま」の

挨拶をする。
・�箸やスプーン、フォークを正しく使っ
て食べる。
・�皿に手を添えたり持ったりして食べ
る。
・ふきんの準備に進んで取り組む。

・食事のマナー
・姿勢
・箸の使い方
・食器の持ち方
・配膳、下膳
・テーブルの拭き方

　排せつ ・�休み時間に、自分からまたは教師の促
しを受けて排せつに向かう。
・排せつ後、シャツの裾をしまう。
・�排せつ後は、自分からまたは教師の促
しを受けて手を洗い、ハンカチで拭
く。

・排せつの仕方
・手洗い
・�ハンカチで手を拭く
こと

　清潔 ・�屋外での活動後や食事前に、教師の見
本を見て自分から手洗いやうがいをす
る。
・�汗で衣服が汚れたことに気付き、自分
から汗を拭いたり、着替えたりする。
・�タイマーを使い、３分間歯磨きをす
る。
・�自分から口を開けて、教師の仕上げ磨
きに応じる。

・手洗い、うがい
・�ハンカチの携帯、使
用
・歯磨き
・汗の始末

○集団参加
　きまり

・�使った物を決められた場所に片付け
る。
・�時計を見て、決められた時間を意識し
て行動する。
・椅子に着席して話を聞く。

・片付け
・集団でのきまり
・�授業時間と休み時間
の区別

担当者（松尾佑美、藤井真由、久保田希）
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象児童の実態
　�　自閉的傾向のある児童であり、音に対して敏感であるが、イヤーマフを使用することで落ち

着いて過ごしている。集会活動など集団での活動に参加できることが徐々に増えてきている。

友達の様子を手本にしたり、視覚的な支援をしたりすることで、向かうべき活動を理解し、取

り組めることが多い。

　

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）
　○�登校後から朝の会までの流れが分かり、自分から進んで身支度をしたり、係活動に取り組ん

だりする。

　○着替えの際に上衣、下衣の順番で素早く着替え、下着姿でいる時間を短くする。

３　授業改善の視点
　○児童の認知特性に応じて手立ての改善

　○最適な言葉掛けのタイミングや教材の提示の仕方

　○児童の成長に応じた支援量の調整

４　指導の実際
（１）活動の流れ

　　○朝の活動を以下の順番に沿って行うために、視覚的な教具等で支援を行っていく。

　　　①教室に入り、連絡帳や手紙などを所定の場所に出す。

　　　②ランドセルをロッカーに入れる。

　　　③検温し、健康観察簿に丸を付ける。

　　　④トイレで用便を済ます。

　　　⑤係の仕事をする。（ごみ捨て）

　　　⑥着替えをする。

　　　　・着替えについては別に手順カードを準備し、確認をしながら行う。

　　　⑦朝の会に参加する。

　　　⑧係の仕事をする。（健康観察簿を保健室に届ける）

（２）工夫点

　　○�朝の活動の順番が分かるように手順表を準備した。最初は教師が手順表の使い方の手本を

示し、徐々に自分でできる部分を増やしていった。

　　○適宜手順表を改善し、児童の実態に合わせ意欲をもって取り組めるようにした。

　　○�手本となる友達に注目できるように言葉掛けをし、着替えなどの活動が同じ時間になるよ

うにした。

　　○着替えについては、朝の活動と別の手順表を準備した。

事例３
小学部５年「日常生活の指導」
指導の内容「朝の活動」

秋田県立大曲支援学校　教諭　遠山　洋平
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　※朝の支度の手順表改善の実際

※着替えの実際

　朝の支度と別に着替えについても、別に手順表を準備し取り組んだ。朝の

支度と同様にシールで評価するなどの改善を重ねて使用した。

５　対象児童の変容
　・�朝の活動については手順表を一覧の提示から、めくり式、パズルやシールの導入など、改善

を加えていった。手順表をきっかけとして次の活動に取り組むことができた。特にパズルを

取り入れた手順表に変えたときは、パズルのピースになっている半分の写真カードを見せる

とスムーズに活動に移れることが増えた。ごみ捨てと健康観察簿を運ぶ

係については、言葉掛けが無くても進んで行う姿が見られるようになっ

てきた。また、朝の活動がスムーズに終えられ、時間に余裕ができたこ

とで新たに玄関の下駄箱掃除の活動を加えることができた。さらに、朝

の活動をスムーズに終えられることで、２時間目以降の活動にも落ち着

いて参加できるようになった。

　・�着替えについては、１学期は上衣、下衣を全部脱いでから着替えてい

た。言葉だけの指示では分からないことが多かったが、手順表を提示し

見るように促したり、服を脱ぐときのきっかけを手伝ったりすることで

順番通りに着替えられるようになった。さらに、手順表通りにできたと

きにシールを貼るようにしたところ、着替えに要する時間が短くなった。

６　他の指導場面との関連
　・�生活単元学習や国語・算数の時間など他の学習場面でも、活動の手順全体の流れを示すより

も、今の活動を一つだけ分かるように示して指導するようにした。

　・�手洗いについても同じような形式で手順カードを示して行った。指の間や手首まで丁寧に洗

えるようになった。

③ 11 ～ 12 月使用の手順表
　今まで使用していた手順表に慣れて意欲
が下がってきたため、楽し
みながら朝の活動ができる
ように、手順表の写真を分
割してパズルにした。

④１月から使用の手順表
　より達成感が得られるように、今までの
手順表に加え、シー
ルでのご褒美を付け
加えた。

②８～ 10 月使用の手順表
　めくり式にし、今やるべき活動だけが分
かるようにした。前の
手順表よりも活動にス
ムーズに移れるように
なってきた。

４～７月使用の手順表
　順番が一目で分かるように配列し
た。一つの活動が終わる度に、カー
ドをはがして下のポケットに入れる
ようにした。

ごみ捨ての様子

着替えの様子

29日常生活の指導ガイド



１　本指導の内容に関する、年度当初の対象学級の実態

　※�小学部１年、各教科等を合わせた指導を主とする学級である。主な障害名は２名とも脳性ま

ひである。

　【朝の活動】

　・�物の整理や身支度など教師の指示を受けて行う。手指を使った細かな活動は難しいが、自分

で行おうとする気持ちがあり、補助具を活用しできる準備に自分で取り組んでいる。

　【朝の会】

　・�個々に役割を設定し、活動を見合ったり、やり取りしたりする場面を設けることでお互いの

活動を意識しながら朝の会に参加している。２名とも発音が不明瞭だったり、発語が少ない

ために相手に言いたいことが伝わらないことが多く、ジェスチャーでの表現や教師による代

弁を取り入れながら朝の会を進行している。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　①登下校時の準備や身辺処理等、自分でできることを増やし、自分から行う。

　②朝の活動や１日の生活の流れが分かり、自分から活動する。

　③あきらめずに、自信をもって相手に自分の気持ちを伝える。

３　授業改善の視点

　○児童のやりたい気持ちに沿った補助具の工夫

　○児童の変容に応じた支援内容の工夫

　○育てたい姿と関連付けた課題設定とねらいのスモールステップ化

４　指導の実際

（１）活動の流れ（※は手立て）

　　①�朝の活動：上着を脱いでハンガーにかける。→ランドセルから連絡帳や給食袋などを出

し、かごに入れる。→係活動（カレンダー、今日の給食メニュー、ごみ捨て）

　　　※�できるだけ自分で行えるように、補助具を準備する。困った時は児童自ら教師に依頼す

るのを待つ。

　　②�朝の会：司会、カード係（次第をめくる）、日にちと天気、カレンダーワーク、今日の勉

強、挨拶などを児童同士がやり取りしながら行う。

　　　※見通しをもてるよう、活動の流れを同じくし、継続する。

　　③※�朝の会の挨拶や係活動をとおして、教師や友達とやり取りする場面を設定する。自分の

表現が伝わったという自信をもてるよう、発語や表現の場面を決め、少しずつ増やす。

事例４
小学部１年「日常生活の指導」
指導の内容「朝の会、朝の活動」

秋田県立秋田きらり支援学校　教諭　髙橋　亜希子
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工夫点
①個々の育てたい姿（児童の願いを含む）を目指した係活動の充実
　・朝の活動の流れが分かり自分から行えるよう、活動順を視覚化し掲示した。
　・一人で活動できる教材や補助具を準備した。
　・�国語・算数・自立活動等の学習と関連付けた係活動を設定した（平仮名の文字チップを
並べて作る給食メニュー表、カレンダー、活動時間の設定など）。

②朝の会の項目の変更
　・�「今日のめあて」を考える活動を設定した。児童自身が今日の学習の中から頑張りたい
ことを決める。帰りの会で振り返る。

③児童同士のやり取りで進める朝の会
　・�教師主導から児童主導の朝の会へ移行できるよう、教師の代弁や仲立ちを少しずつ控
え、児童同士でやり取りしながら進める場面を大事にした。

５　対象児童・集団の変容
① ・自分で活動表を見て今やることを指差しながら朝の活動を行うようになった。

・難しい部分を教師に依頼しながら最後まで自分の力で活動するようになった。
・時間を意識して活動することができるようになった。

② ・様々な活動に見通しをもち、目標を意識しながら活動するようになった。
・�帰りの会での「今日の反省」の場面で、その日の出来事を順序立てて話したり具体的
な感想を話したりするようになった。

③ ・�朝の会を繰り返す中で、不明瞭ながらお互いが話していることが分かるようになり、
友達が話をする場面に注目したり、友達の話を聞いて答えたりするようになった。
・�進行中の間違いに気付いて正したり、雑談の多い友達に朝の会を進めるように伝えた
りし、児童同士でやり取りしながら朝の会を進めるようになった。

６　他の指導場面との関連

　・�係活動（給食メニュー表作成）により、単語の構成力が付き、日常会話の中で発語で伝わら

ない部分を平仮名五十音表を正しく指差すことで、確実に伝えることができるようになっ

た。

　・�算数での学習と関連付け、時間を設定して活動している。時計が読めるようになり、休み時

間を守って遊ぶなど、時間を意識した学校生活を送ることができるようになった。家庭生活

においても、登校時間を意識して朝の時間を過ごしたり、テレビゲームなどをする時間を守

ったりして生活するようになった。

　・�挨拶や好きな活動などを中心に、児童がお互いの表現を読み取って返事をしたり答えたりで

きるものが増え、様々な場面において、教師の代弁等の支援がなくても児童同士で楽しんで

やり取りする場面が増えてきている。

５月：教師の指示を受けて活動する朝の会 １月：見通しをもち、自分たちで進める朝の会
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１　本指導の内容に関する、年度当初の集団の実態
　�　大まかな手順や方法が分かって一人で取り組む児童や、手順や方法を教師と一緒に確認しな
がら取り組む児童がいる。係活動には、繰り返し取り組むことで見通しをもち、自分の役割を
理解してやり遂げようとすることができる。また学級の友達に対して関心をもち、言葉や身振
りなどで自分から関わろうとする姿が見られるようになってきている。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）
　○少ない支援、又は一人で身の回りのことができる。
　○あいさつや返事、簡単な受け答えなど、人との関わりの基礎となるコミュニケーションの力。
　○集団（学級）の一員として自分の役割に取り組む。

３　授業改善の視点
　○身に付けた知識を使って活動する場面の設定（係活動の交代）
　○児童同士が関わり合う場面の設定と工夫
　○TTの連携（支援内容、方法の共有）

４　指導の実際
（１）活動の流れ
　＜朝の活動＞
　　持ち物の整理、着替え、排せつ、検温、係活動
　＜朝の会＞：朝の活動で取り組んだ係活動を基本とした当番の活動を行う。
　　①あさのあいさつ
　　②日付と天気
　　③健康観察
　　④給食
　　⑤おはなし
　　⑥�おたのしみ（児童同士が関わり合うことができるようなゲームや活動を設定し、準備や後

片付けまで児童が主体的に動くことができる場面）
　　⑦おわりのあいさつ

（２）工夫点
　※指導の手立て等
　○�「健康観察」と「給食」の係の児童を９月に交代し、自分の取り組んでいた活動を教え合え
るような状況づくりをした。さらに１月にも交代の機会を設け、２人で協力し合いながら取
り組むことができるようにした。

　○�当番活動の際に児童が自ら伝わる声の大きさを意識できるように、また教師が基準を基に具
体的に称賛できるように、「声のものさし」カードを提示した。（写真１）

　○�児童同士が自然に関わりをもち、相手を意識して活動に取り組むことができるようにカードの
やりとりや両手でのタッチなどを取り入れ、正しい方法を繰り返し指導した。見本となるよう
な関わりの場面や変化が大きかった場面では即時的に称賛する場面を増やした。（写真２）

　○�児童同士が関わり合いながら活動に取り組むべき時間（おたのしみ）を設定し、１日の始ま
りに達成感や楽しさを全員が味わうことができる活動内容を設定した。（写真３）

事例５
小学部３年「日常生活の指導」
指導の内容「朝の活動、朝の会」

秋田県立支援学校天王みどり学園　教諭　鎌田　育子
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５　集団の変容
＜友達と協力して～係活動の交代＞
　　・�年間通して１つの係活動を行うことで、自分のやるべきことをやり遂げることができる児

童もいるが、他の児童には、期間を決めて係活動を交代する方法を取り入れたところ、自
分の経験したことを相手に伝え、教え合いながら活動する様子が見られるようになった。
また、以前は教師に質問し続ける様子が多かったが、この活動を繰り返していくことで自
分が経験して理解したことを、自信をもって相手に具体的に伝えるとともに、２人で協力
して係活動に取り組むことができるようになってきた。

　　・朝の活動の係活動を経て、朝の会で１人が健康観察、１人が給食の当番の活動を行った。
　　　�友達や教師の前で発表する際に、分からなくなったり自信がなくなったりしたときは教師

ではなく、一緒に活動した友達に尋ねることができるようになった。

＜友達と一緒なら楽しいね～集団としてのまとまり＞
　　・�おたのしみとして、児童同士が関わり合いながらボール渡しゲームなどの簡単なゲームに

取り組む時間を設定した。そのことで一人一人の活動から、児童同士が相手を意識して活
動することができるようになってきた。「相手をよく見る」「相手に反応を返す」「相手
に伝える」など基礎的なコミュニケーションの力も伸びてきた。　　

　　・�ゲームの中で、ゴールするためには友達と協力して取り組んでいくことが大切だというこ
とを意識できるような活動を取り入れることで「友達と一緒なら楽しい」「教えてもらっ
て嬉しい」などの気持ちが育ち、学級集団としてのまとまりが生まれてきた。

６　他の指導場面との関連
　・生活単元学習～たんけんに行こう
　　�学校内の探検の場面や、校外での探検の場面（公共施設を中心に）で、児童同士がお互いに
自分の気持ちを伝えたり、リーダーとして役割を果たしながらも全員を引っ張って次の場所
や活動を教えたりすることができるようになった。

（写真１）「声の物差しカード」 （写真２）児童同士の関わりを促す教材（写真３）「おたのしみ」活動の様子

分からないことを相談する協力して取り組んだ係活動の成果を朝の会で発表する

児童同士が楽しみながら、一緒に活動に取り組むボール渡しゲームの場面
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１　本指導の内容に関する、年度当初の集団の実態
　・対象は小学部１年生。男子２名、女子２名、計４名の学級である。
　・�女子２名は、言葉による簡単な会話ができ、友達や教師の名前を呼んだり自分から話しかけ
たりして、積極的に関わろうとしている。

　・�男子２名は、表出言語は少ないが、身振りや簡単な言葉で自分の気持ちを表したり、教師と
やりとりしたりしている。

　・�朝の会の途中で離席したり立ち上がったりする児童もいるが、全員が少しずつ朝の会の流れ
に見通しをもってきており、徐々に落ち着いて参加できるようになってきている。

　・�休み時間に「朝の会ごっこ」をする児童もおり、朝の会を楽しみにしている様子も見られ
る。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）
　○自分の役割が分かり、進んで取り組む姿
　○友達や教師と関わったり、誘いかけを受け入れたりする力
　○活動に見通しをもち、最後まで頑張る力

３　授業改善の視点
　○活動内容の精選
　○児童の考えを促す言葉掛け
　○他の指導の形態との関連
　○詳細な実態把握

４　指導の実際
（１）活動の流れ（朝の会）
　　①はじめのあいさつ�→�②朝の歌�→�③健康観察�→�④わくわくタイム�→�⑤先生の話
　　→�⑥おわりのあいさつ

（２）工夫点
　　○「ちびっこリーダー」（朝の会の司会）の取組
　　○「わくわくタイム」の導入
　　○見通しをもたせるための工夫（活動から活動へつなぐ支援）

５　集団の変容
　○自分の役割が分かり、進んで取り組む姿
　�　朝の会の司会の係を「ちびっこリーダー」と呼び、毎日当番で行った。「ちびっこリーダ
ー」という名前そのものも、児童の役割に対する意欲を高め、進んで役割に取り組む力につな
がった。また、友達が役割に取り組む姿を見て、これまで朝の会の司会にはあまり興味の見ら
れなかった児童が、休み時間にめくり式の式次第を手に取るようになったり、教師と一緒に朝
の会の進行に取り組んだりする姿が見られるようになった。

事例６
小学部１年「日常生活の指導」
指導の内容「朝の会」

秋田県立ゆり支援学校　教諭　小野　祐美子

教師主導で行っていた朝の会 「ちびっこリーダー」が進行 当番表
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　　○友達や教師と関わったり誘いかけを受け入れたりする力
　　�　朝の会の中に「わくわくタイム」というコーナーを設け、コミュニケーション的内容（「友
達とタッチ」、「友達とぎゅっ（抱き合う）」など）や動作模倣など様々な内容を扱った。ま
た、「けんこうかんさつ」では、呼名に対する返事の後はみんなの前に出たり、次の友達にタ
ッチしたりするようにした。友達を意識したり、関わったりする場面を意図的に設定すること
で、友達に自分から関わろうとしたり、友達に注目したりする姿が増えてきた。

　　○活動に見通しをもち、最後まで頑張る力
　　�　当初は朝の会の流れを一覧で提示していたが、児童の実態を考慮し、めくり式の式次第に
変更した。また、式次第の横に番号をつけ、全体の見通しをもてるように工夫をした。提示
の仕方を実態に応じて変更し、毎日繰り返し取り組んだことで、活動に見通しをもつことが
でき、離席が多かった児童も、落ち着いて参加できる時間が延びてきたと考えている。

　　�　また、朝の会の前に絵本タイム（絵本の読み聞かせ）を設けた。個々で行う朝の活動は、
一人一人の課題や支度にかかる時間も全く違ったため、個別の活動から全体の活動である朝
の会へ気持ちを切り替えることが難しかった。絵本タイムを設けたことで、朝の会が始まる
ことが分かり、見通しをもって朝の会へと気持ちを切り替えることができた。教師の言葉掛
けだけではなく、活動の魅力で児童の関心を引きつけ、次の活動へと気持ちを切り替えてい
けるような手立て（活動から活動へつなぐ支援）が有効であり、今後も大切にして授業つく
りをしたいと考える。

６　他の指導場面との関連
　�　「わくわくタイム」では、１日の中で中心となる学習で取り組んでいる課題や内容を取り上
げた。例えば、学校祭の練習を行っている時期には、せりふや決めポーズの練習に取り組み、
学級内で披露したり、称賛し合ったりした。それによって、初めての学校祭であったが、学部
での練習にも意欲的に取り組み、見通しをもって参加することができた。また、継続して動作
模倣を取り上げたことで、初めは模倣が苦手だった児童も、楽しみながら教師の真似をしてポ
ーズを取ったり動いたりすることができるようになってきた。体育や音楽等でのダンスやリト
ミックなどでも、前で演示をする教師の模倣ができるようになり、他の児童と一緒に活動を楽
しむ姿が見られた。
　�　個別に行っている国語・算数の学習との関連も大切にした。国語・算数の学習内容を確認
し、朝の会での内容とリンクさせた。例えば、健康観察では、国語の内容と関連して自分の顔
写真と名前カードのマッチングの課題をステップアップさせたり、算数で学習している指数字
を朝の会の進行に活用したりした。国語・算数で学習したことを朝の会で披露することで自信
がつき、国語・算数の学習意欲も高まった児童もいる。
　�　また、日常生活の指導における実態表を作成し、一人一人の実態やねらいを共通理解したこ
とで、日常生活の指導だけでなく、他の教科等においても、関連する場面で一貫した指導がで
きた。作成した実態表は定期的に見直し、児童の成長や現在のねらいを確認した上で、今後も
活用していきたい。

友達に名前カードを渡す 「わくわくタイム」での動作模倣

改善前 改善後 絵本タイム
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小学部１年　日常生活の指導　学習指導案
日　時：平成２９年１０月１０日（火）
　　　　８時４５分～９時３０分
場　所：小学部１年教室
指導者：小野祐美子（Ｔ１）、畠山千恵（Ｔ２）
　　　　佐藤愛香（Ｔ３）

１　単元名　ぴかぴか！わくわく！あさのかい～ちびっこリーダーにチャレンジ～

２　目　標
（１）学級の友達や教師と関わったり、誘いかけを受け入れたりしながら、朝の会に楽しく参加する。
（２）呼名に対してタイミングよく返事をしたり、「元気です」を言葉や身振りで表現したりする。
（３）教師と一緒に「ちびっこリーダー」の役割に取り組む。

３　児童と単元
（１）児童について
　　�　本学級は、男子２名、女子２名の計４名で構成されている。全員が、入学前は一つ一つ手を添
えて補助しながら行動していた児童たちであったが、少しずつ言葉での簡単な指示を理解した
り、きっかけとなる写真カードを見たりしながら、朝の活動の流れに沿って行動できるようにな
ってきた。女子２名は、言葉による簡単な会話ができ、友達や教師の名前を呼んだり、自分から
話しかけたりして、積極的に関わろうとしている。男子２名は、表出言語は少ないが、身振りや
簡単な言葉で自分の気持ちを表したり、教師とやりとりしたりしている。

　　�　途中で離席したり、立ち上がったりする児童もいるが、全員が少しずつ朝の会の流れに見通し
をもってきており、徐々に落ち着いて参加できるようになってきている。また、休み時間に朝の
会ごっこをする児童もおり、朝の会を楽しみにしている様子も見られる。

（２）単元について
　　�　登校後、身支度や排せつなどの朝の活動を個々に行っている児童たちにとって、朝の会はその
日初めて学級の友達とみんなで行う活動である。意欲的に取り組み、気持ちよく一日スタートが
できるような朝の会にしたいと考えている。

　　�　これまでの朝の会は、教師の言葉掛けを聞いて起立や着席をしたり、教師の呼名に応じて返事
をしたりするなど、教師とのやりとりを中心に取り組んできた。その中で、友達への関心が徐々
に広がってきた児童たちにとって、今後は友達を意識し、一緒に活動することが大切であると考
える。そこで、朝の歌や健康観察、わくわくタイムなどの活動を通して関わり合う場面を意図的
に設定し、友達と関わったり、関わりを受け入れたりする気持ちを育んでいきたい。

　　�　また、初めて係活動に取り組む児童にとって、「やってみたい！」という意欲を高めることは
大切なことであると考える。そこで、朝の会における役割を「ちびっこリーダー」という司会
の係に限定し、当番で取り組むようにしたい。ちびっこリーダーとしての役割を果たす友達の姿
を見ることによって、「私もやりたい！」という係活動に対する関心や意欲を引き出すことがで
き、今後、様々な係活動に自信をもって取り組むことにつながるのではないかと考え、本単元を
設定した。

（３）指導に当たって
　　�　「子ども同士で互いに意識し、表現し合う姿を目指すために、以下の手立てに留意し、指導に
当たる。

　　・発表する友達に注目したり、意欲的に発表したりできるように、お立ち台を用意する。
　　・�様々な表現方法を知り、司会進行や発表等の自発的な表現につながるように、言葉だけでな

く、簡単な手話や身振りをまじえて話す。
　　・�友達と一緒に、楽しく朝の会に取り組むことができるように、児童同士でタッチをしたり、手

をつないだりして関わり合う場面を設定する。
　　上記以外に関して、次の点に留意して、指導に当たる。
　　・�児童の自主的な行動を引き出すことができるように、視覚的な支援を用いたり、「次は何をし

ますか」などの、直接的ではなく気付きを促すような言葉掛けをしたりする。
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　　・�朝の会に向けて気持ちを切り替えることができるように、朝の会の前に絵本の読み聞かせを行
う。

　　・�国語や算数の学習と関連できるように、数字や平仮名などの指導に関する言葉掛けや発問を意
図的に行う。

　　・�見通しをもち、落ち着いて参加できるように、朝の会で扱う内容を精選するとともに、「けん
こうかんさつ」と「わくわくタイム」を中心に、会を進行する。

　　・�ちびっこリーダーのやる気を高めたり、誰がちびっこリーダーか分かるように、教室に「今週
のちびっこリーダーさん」を掲示したり、リーダーにバッジをつけたりする。

４　指導計画（総時数１８７時間　　本時　９９／１８７時間）

時数 学習内容 主なねらい

７０
ぴかぴか！わくわく！あさのかい①
～みんなでいっしょに～
〈４月～７月〉

・�朝の会の流れが分かり、教師と一緒にあい
さつや健康観察などの活動に取り組む。

４４
（本時 29 ／ 44）

ぴかぴか！わくわく！あさのかい②
～ちびっこリーダーにチャレンジ～
〈８月～１０月〉

・�友達に注目したり、友達と関わり合ったり
しながら、朝の会に取り組む。
・司会の係に、教師と一緒に取り組む。

３７
ぴかぴか！わくわく！あさのかい③
～ぼくの、わたしのかかりPart１～
〈１１月～１月〉

・�どんな当番があるのかを知り、教師と一緒
にそれぞれの当番活動に取り組む。

３６
ぴかぴか！わくわく！あさのかい④
～ぼくの、わたしのかかりPart２～
〈２月～３月〉

・�自分の当番の活動内容が分かり、当番活動
に取り組む。
・当番の友達に注目する。

５　本単元と他の指導の形態との関連　　☆は関連するねらい

【遊びの指導】
・おはなしあそび
・おちばあそび
☆友達との関わり

【特別活動】
○全校集会、交流タイム
○学部集会
☆人との関わりの拡充

【国語・算数】※個別に学習
○もののなまえ
○ともだちのななえ
○すうじ
○あいさつ（Ｄ）
☆名前（名称）、数のマッチング
など

＜本単元＞【日生】ぴかぴか！わくわく！あさのかい
　～ちびっこリーダーにチャレンジ～

【生活単元学習】
○ぴかぴかばたけにレッツゴー！
○わくわく　
　　　ゆりしえんフェスティバル
☆役割と達成感

【自立活動】
・コミュニケーション
・発音（Ｂ）
☆他者との関わり
☆言語の受容と表出
☆発声や発音の模倣

【音楽】
・秋の歌を楽しもう
☆歌唱、鑑賞

【体育】
・集団行動
☆きまりを守った行動
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６　本時の計画
（１）本時における全体のねらい
　　・�友達と手をつないだり、「健康観察」で名前を呼ばれた友達に注目したりして、関わり合いな

がら朝の会に参加する。
　　・名前を呼ばれたら大きな返事をしたり、「元気です」と答えたりする。

（２）個々のねらい

児童
学年・性別

単元における目標 本時のねらい

Ａ
１年・男

・�友達の誘いに応じて手をつないだ
り、友達に注目したりする。
・�身振りや言葉を使って、呼名などに
応じたり、教師と一緒にちびっこリ
ーダーの役割に取り組んだりする。

・�歌のコーナーで、教師の言葉掛けを
受けて隣の友達と手をつなぐ。
・�健康観察で、教師や友達に名前を呼
ばれて返事をしたり、「元気です」
と答えたりする。

Ｂ
１年・男

・�教師や友達からの誘いかけに応じて
手をつないだり、友達に注目したり
する。
・�身振りや発声を使って、返事をした
り、教師と一緒にちびっこリーダー
の役割に取り組んだりする。

・�健康観察やわくわくタイムで、教師
からの誘いかけに応じて前に出た友
達に注目する。
・�健康観察で、名前を呼ばれたら、教
師の言葉掛けを受けて「はい」と返
事をする。

Ｃ
１年・女

・�自分から友達と手をつないだり、前
に出た友達に注目したりする。
・�言葉で健康観察での呼名などに応じ
たり、ちびっこリーダーの役割に取
り組んだりする。

・�健康観察やわくわくタイムで、前に
出た友達に注目する。
・�ちびっこリーダーとして、教師と一
緒に言葉を話し、朝の会を進行す
る。

Ｄ
１年・女

・�友達の名前を呼んだり、「立ってく
ださい」と言葉を掛けたりする。
・�ちびっこリーダーの役割に、一人で
取り組む。

・�場面を見て、友達に「座って」や
「立って」と言葉を掛ける。
・�教師と声を合わせて、あいさつをし
たり、友達の名前を呼んだりする。
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（３）学習過程　※朝の会のみ

時間 学　習　活　動 指�導�上�の�留�意�点�等 準備物

４分

１分

１分

１分

５分

３分

１�「えほんタイム」
　�　絵本の読み聞かせ
を聞く。

２�　今週のちびっこリ
ーダー（司会進行
係）を確認する。

３　あさのあいさつ

４　あさのうた

５　けんこうかんさつ
　　・呼名
　　・�名前カードと顔写

真のマッチング
　　・�「元気です」の

返事

６　せんせいのはなし
　　・日付と天気
　　・今日の予定
　　・今日の給食

・集合するきっかけとなるように、タンブリンを鳴らす。
・�朝の活動やその後の自由遊びから気持ちを切り替え、朝の
会に向けて気持ちを整えることができるように、絵本の読
み聞かせを行う。
・�絵本の内容をみんなで楽しめるように、動作や言葉の模倣
を取り入れる。

・�Ｃが「自分がちびっこリーダーだ！」という気持ちをもて
るように、Ｃにリーダーバッジをつける。
・�Ｃが自信をもって司会の役割に取り組めるように、Ｔ１は
発語のきっかけとなる言葉掛けをしながら一緒に話した
り、身振りを演示したりする。

・�司会に注目し、姿勢を正したり礼をしたりできるように言
葉掛けをしたり、手本を示したりする。

・�楽しい雰囲気を感じたり、友達を意識したりできるよう
に、隣の友達と手をつないで歌う。その際、友達と手をつ
なぐことができるように、手を添えたり、「○○さんと手
をつなごう」と言葉掛けをしたりする。

・�自分の名前が呼ばれることや、名前を呼ばれる友達が誰か
が分かるように、名前カードを提示しながら呼名する。
・�自信をもって返事をしたり、「元気です」を自分なりに話
せるように、必要に応じて教師が演示をしたり、言葉掛け
をしたりして促す。

・�日付と天気を正しく話すことできるように、始めに教師が
大きな声で話し、全員で復唱するように促す。
・�一日の予定の中で中心となる学習が分かるように、絵カー
ドや写真、具体物などを用いながら話す。
・�思考を促すことができるように、「今日の天気はなに？」
「（絵カードを提示して）これはなに？」などの発問をし
たり、２枚のカードから選んだりできるようにする。

足型マット
タンブリン
絵本

バッジ
進行表

歌詞カード
電子オルガン

名前カード
（平仮名）
顔写真
お立ち台

指し棒
天気カード
予定表
献立ボード

４分

１分

７　わくわくタイム
　　「レッツポーズ！」

８　おわりのあいさつ

・�わくわくタイムへと気持ちを切り替え、期待感をもつこと
ができるように、Ｔ３をわくわくタイムの先生として呼
ぶ。
・�楽しく取り組むことができるように、「ゆり支援フェステ
ィバル」のダンスやステージ発表につながるポーズの練習
を取り入れる。
・�一人一人の活動に注目できるように、前に出て発表する時
間を設定する。また、満足感を味わうことができるよう
に、友達のポーズの真似ができた時は称賛する。

・�司会に注目し、姿勢を正したり礼をしたりできるように言
葉掛けをしたり、手本を示したりする。

８：４５～９：１０までは、朝の活動を個別に行う。
個別の目標や指導の手立てについては、別紙参照。
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（４）評価
　＜児童＞　
　・�友達と手をつないだり、動きに注目したり、言葉を掛けたりして関わり合いながら、朝の会に参
加できたか。

　・�ちびっこリーダーとして、進んで司会進行の役割に取り組むことができたか。また、ちびっこリ
ーダーに注目することができたか。

　＜教師＞　
　・友達を意識したり、関わり合いを促したりするための手立てや環境設定は適切だったか。
　・児童の気付きを促し、児童中心に朝の会に取り組むことができる教師の配置は適切だったか。

（５）配置図�
＜学習活動１、４、６＞　

�＜学習活動２、３、８＞

＜学習活動５、７＞　※学習活動５ではＴ１が、学習活動７ではＴ３が前に出て進める。
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に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
�Ｃ
も
ト
イ
レ
に
嫌
が
ら
ず
に
行
き
、
一
定

時
間
便
座
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

９
手
洗
い
、
身
支
度
、
配
膳
下

膳
、
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の

持
ち
方
、
食
事
中
の
姿
勢
、

食
事
の
マ
ナ
ー

・
�手
洗
い
や
身
支
度
（
お
し
ぼ
り

エ
プ
ロ
ン
等
）
の
準
備
等
の
習

慣
を
身
に
付
け
る
。

・
�苦
手
な
メ
ニ
ュ
ー
も
挑
戦
し
て

食
べ
よ
う
と
す
る
。

・
�給
食
の
準
備
の
流
れ
を
覚
え
、
少
な
い
言

葉
掛
け
で
、
一
人
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
。

・
�教
師
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
苦
手
な

食
べ
物
も
ま
ず
は
頑
張
っ
て
一
口
食
べ
て

み
る
気
持
ち
が
育
っ
て
き
て
い
る
。

歯
の
磨
き
方
、
う
が
い
の
仕

方

・
�自
分
で
歯
を
磨
い
た
り
、
仕
上

げ
磨
き
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す

る
。

・
�自
分
で
も
歯
に
沿
っ
て
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か

そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

仕
上
げ
磨
き
に
も
協
力
的
に
な
っ
た
。

衣
服
の
着
脱
の
仕
方
、
た
た

み
方
、
着
替
え
時
の
協
力
動

作

・
�自
分
で
着
替
え
た
り
、
脱
い
だ

衣
服
を
た
た
ん
だ
り
す
る
。

・
�衣
服
の
着
脱
や
、
脱
い
だ
衣
服
の
始
末
な

ど
で
、
一
人
で
で
き
る
部
分
が
増
え
て
き

た
。
Ｃ
と
Ｄ
は
、
年
度
当
初
は
朝
の
支
度

に
時
間
が
か
か
り
ト
イ
レ
で
着
替
え
を
し

て
い
た
が
、
教
室
で
の
着
替
え
に
間
に
合

う
よ
う
に
な
っ
た
。
後
期
は
衣
服
の
裏
表

や
前
後
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
た
た

み
方
な
ど
も
継
続
し
て
指
導
し
て
い
く
。

（
前
期
実
施
時
数
：
13
1.
6ｈ
前
期
予
定
時
数
：
13
7ｈ
）

※
上
記
の
内
容
を
、
年
間
を
通
し
て
指
導
す
る
。
�

　
＜
記
入
者
　
小
野
　
祐
美
子
＞

月
単

元
／

題
材

名
・

学
習

内
容

（
予

定
／

実
施

時
数

）
単

元
／

題
材

の
目

標
評

価

10
挨
拶
、
靴
の
履
き
替
え
、
上

着
等
の
着
脱
、
提
出
物
や
持

ち
物
整
理
、
着
替
え
と
協
力

動
作
、
排
せ
つ
、
検
温

・
�自
分
か
ら
挨
拶
を
し
た
り
、
返

事
を
し
た
り
す
る
。

・
�朝
の
活
動
の
流
れ
が
分
か
り
、

身
の
周
り
の
整
理
整
頓
等
自
分

で
行
う
。

11
挨
拶
、
歌
、
健
康
観
察
、
日

付
と
天
気
、
今
日
の
予
定
、

今
日
の
給
食
、
歌
、
ス
ピ
ー

チ
、
今
日
の
振
り
返
り
、
先

生
の
話

・
�係
の
仕
事
に
自
分
か
ら
取
り
組

む
。

排
せ
つ
の
仕
方
、
定
時
排
せ

つ
、
尿
意
・
便
意
の
伝
え
方

・
�排
せ
つ
や
始
末
の
仕
方
を
身
に

付
け
る
。

12
手
洗
い
、
身
支
度
、
配
膳
下

膳
、
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の

持
ち
方
、
食
事
中
の
姿
勢
、

食
事
の
マ
ナ
ー

・
�手
洗
い
や
身
支
度
（
お
し
ぼ
り

エ
プ
ロ
ン
等
）
の
準
備
等
の
習

慣
を
身
に
付
け
る
。

・
�姿
勢
や
箸
、
ス
プ
ー
ン
等
の
持

ち
方
に
気
を
つ
け
る
。

１
歯
の
磨
き
方
、
う
が
い
の
仕

方

・
�自
分
で
歯
を
磨
き
、
仕
上
げ
磨

き
に
協
力
す
る
。

・
�歯
の
裏
や
隙
間
な
ど
を
意
識
し

て
磨
く
。

２
衣
服
の
着
脱
の
仕
方
、
た
た

み
方

・
�自
分
で
着
替
え
、
衣
服
を
た
た

む
。

教
室
内
の
掃
除
、
整
頓

・
自
分
の
机
や
い
す
を
運
ぶ
。

・
清
掃
用
具
の
使
い
方
を
知
る
。

３
（
後
期
予
定
時
数
：
13
7ｈ
　
後
期
実
施
時
数
　
　
　
ｈ
）

※
上
記
の
内
容
を
、
年
間
を
通
し
て
指
導
す
る
。
�

　
＜
記
入
者
　
小
野
　
祐
美
子
＞

登
下
校
・
朝
の
活
動

登
下
校
・
朝
の
活
動

朝
の
会
・
帰
り
の
会

朝
の
会
・
帰
り
の
会

排
せ
つ

排
せ
つ

給
食

給
食

歯
磨
き

歯
磨
き

着
替
え

着
替
え

清
掃
活
動
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１　本指導の内容に関する、年度当初の集団の実態

　�　言語によるやりとりが可能な児童が２名、発声や身振り等でコミュニケーションをとる児童

が４名である。全員が教師の指示をおおむね理解することができ、朝の活動や朝の会にも見通

しをもって参加できるようになってきている。一方で、逸脱行動があったり、友達や教師の話

を注意して聞くことが難しかったりする児童もおり、他の児童もその児童に影響を受けて集中

が途切れてしまうことがある。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○発語、発声、身振り等の自分に合った方法で、依頼や報告、係の発表をする姿

　○見通しをもち、最後まで落ち着いて友達と一緒に朝の会に参加する姿

　○話し手に注目して話を聞いたり、話し手に合わせて気を付けや礼をしたりする姿

３　授業改善の視点

　○主体性を大切にした内容構成

　○見通しと期待感をもたせる工夫

　○児童同士の関わりを育む工夫

　○基本的学習態度の習慣化

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①手遊び歌　　②朝の挨拶　　③日付と天気　　④健康観察　　⑤身だしなみ調べ　

　　⑥今月の歌　　⑦先生の話　　⑧合い言葉

（２）工夫点　※指導の手立て等

　　○�毎日繰り返しの活動の中で、児童が期待感や意欲をもって朝の会に参加できるよう、学習

活動の順番を日替わりで入れ替える。

　　○�朝の会の始まりが分かり、自ら朝の会の準備ができるよう、朝の会の始めに手遊び歌を歌

う。

　　○�進行役（当番）の児童を日替わりにし、係の発表をする児童とタッチで交代する。タッチ

をする相手が分かり、自分から友達にタッチができるよう、当番の児童が着る当番チョッ

キを用意する。

　　○�児童が話し手に注目できるよう、「気を付け」の姿勢を「背中・足・手」の３つのポイン

トに分け、合い言葉で確認する。

事例７
小学部１、２、４年「日常生活の指導」

指導の内容「朝の会」
秋田県立比内支援学校かづの校　教諭　湊　奈緒
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５　集団の変容

　・�逸脱行動のある児童が、毎日朝の会が始まる前に学習活動の順

番を自分で決め、進行ボードのカードを入れ替えた。自分で活

動の順番を決めることで見通しと期待感をもち、落ち着いて参

加することができるようになり、逸脱がなくなった。

　・�年度当初は教師に促されて朝の会の準備をしていたが、朝の会

の始めに手遊び歌を設定したことで朝の会の始まりが分かり、

音楽を聴くと自分から机や椅子を準備することができるように

なった。

　・�年度当初はタッチをする相手や場所が分からずに、友達とタッ

チでスムーズに役割を交代することが難しかった。進行役の児

童が当番チョッキを着ることで、タッチをする相手が分かり、

自分からタッチを求めに行くことができるようになった。ま

た、「手と手でタッチ」を合い言葉にすることで、自分から手

を差し出したり、相手が手を差し出すまで待ったりする姿が増

えた。

　・�年度当初は話し手に注目して話を聞くことが難しく、姿勢や礼

を意識できる児童は少なかった。そこで、気を付けの姿勢を

「背中・足・手」と３つのポイントに分け、「背中はピッ、足

はトントン、手はお膝、トントン」という合い言葉で確認し

た。全員で声を揃えて合い言葉を言うことで、姿勢を整えるこ

とへの意識が高まり、話し手に合わせて礼をすることもできる

ようになってきた。

６　他の指導場面との関連

　・�朝の会で身に付けた基本的な学習態度が、全校集会などの大きな集団での学習場面でも生か

されている。全校集会において、年度当初は逸脱が多く、教師が側に座って参加していた児

童が、現在は他の児童と一緒に整列し、最後まで参加することができるようになった。また

他の児童も、集会の途中で姿勢が乱れてきた際に、教師が直接言葉掛けをしなくても、手足

や背中を指差すだけで姿勢の乱れに気付き、正しい姿勢に直すことができるようになってき

ている。

カードを入れ替えている場面

音楽を聴いて準備をする場面

T １に合わせて礼をする場面

友達とタッチで交代する場面

正しい姿勢を意識して
座っている様子

本学級の児童が整列し、全校集会に参加する様子
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小学部１組（１・２・４年）日常生活の指導　学習指導案

日　時：平成２９年１０月２５日（水）１校時
８：４０～９：２５（朝の会は９：００～９：２５）

場　所：小学部１組教室
児　童　男子６名　　女子０名　　計６名
指導者　Ｔ１　湊　奈緒　　Ｔ２　田中　智佳

１　題材名　　　「朝の会��～今日も一日みんなでチャレンジゴーゴーゴー！！～」

２　題材の目標
（１）言葉・発声・身振りなど、自分なりの方法で係の発表をする。
（２）話し手である教師や友達に注目して話を聞いたり、礼を合わせたりする。

３　児童と題材
＜児童の学習に向かう姿と題材について＞
　�　本学級は１年生２名、２年生１名、４年生３名の計６名の学習グループである。言語による
やりとりが可能な児童が２名、発声や身振りなどでコミュニケーションをとる児童が４名であ
る。学年の幅が広く、コミュニケーションの実態にも差があるものの、友達の学習の様子を気
にしたり、自ら関わろうとしたりするなど、友達に興味がある児童が多い。休み時間には遊具
を共有するなど、物を介して友達と一緒に遊ぶ姿が見られる。また６名全員が、教師の指示を
おおむね理解し行動することができる。
　�　朝の会については、４月から繰り返し取り組んできたことで、最後まで見通しをもって参加で
きる児童が増えてきた。児童一人一人が自分の得意なことを生かした係活動を担当しており、言
葉で伝えることが難しい児童も、教師の言葉に合わせて「１」などの数や「始めます」など言葉
の一部分を、身振りや発声で伝えることができるようになってきている。自分の係には意欲的に
取り組む児童が多い一方で、友達や教師の話を注意して聞くことが難しく、途中でいたずらをし
たり、離席や逸脱をしたりする児童もいる。他の児童もその児童に影響を受けて、集中が途切れ
てしまうことがある。また、当番の児童と係の児童が交代する際に手と手でタッチをしている
が、タッチする相手や場所、力加減が分からず、スムーズに交代できないことも多い。友達との
適切な関わり方も身に付けることができるよう支援しているところである。

　�　本校は小規模校のため、学部合同の授業を多く設定し、集団を生かした指導を展開してい
る。その中で朝の会は、毎日継続して学級単位でじっくり取り組むことができる貴重な学習機
会である。話し手である教師や友達に注目して話を聞いたり、礼を合わせたりするといった基
本的学習態度や生活習慣は、学部合同の授業やその他の生活場面においても求められる力であ
り、児童の将来の生活にもつながる大切な力であるため、小集団である学級での朝の会で丁寧
に育んでいきたい。また、朝の会において、学級の児童同士の関わりや仲間意識を育み、集団
としてのまとまりを強化することで、全員で心を一つに一日を気持ちよくスタートすることが
できると考える。
　�　指導に当たっては、教師の少ない言葉かけで、児童一人一人が自分で考えて判断し、主体的
に朝の会に参加する姿を引き出すために、次の点について留意する。
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　　・�学級の一体感を高め、楽しく明るい雰囲気づくりができるよう、手遊び歌を取り入れた
り、本学級の合い言葉「みんなでチャレンジゴーゴーゴー！！」を全員で声を合わせて言
ったりする。�

　　・�毎日繰り返しの活動の中で、児童が期待感や意欲をもって取り組むことができるよう、学
習活動の順番を日替わりで入れ替えたり、司会を当番制にしたりする。

　　・�言葉で伝えることが難しい児童も、他の児童と同じように会の進行をすることができるよ
う、めくり式の進行ボードを用意する。

　　・�自分なりの表現方法が相手に伝わる経験を積み重ねることができるよう、言葉、発声、身
振りなど、児童一人一人に合った表現方法で会の進行をしたり、係の発表をしたりする機
会を設定する。�

　　・�全児童が見通しをもって朝の会に参加できるよう、イラスト付きの時間割、時計の模型、
タイマーなど、児童一人一人の実態に合わせた視覚的支援を提示する。

　　・�児童が前方にいる話し手に注目しやすいよう、朝の会はＴ１が中心に進め、Ｔ２は児童の
後方に座り、逸脱や離席、椅子を倒すなどの行動があったときのみ支援をする。

４　指導計画　（通年　総時数１６０時間）
※〈主〉は主体的な学び、〈対〉は対話的な学び、〈深〉は深い学び に結び付く指導方法の工夫を示す。

主な学習活動・内容 主なねらい 時数 指導方法の工夫

１　手遊び歌
２　朝の挨拶
３　日付と天気
４　健康観察

５　身だしなみ調べ
６　今日の給食

７　今月の歌

８　先生の話

９　合い言葉

１　朝の会の始まりが分かる。
２　�発語や発声、身振りで挨拶をする。
３　日付や曜日、天気に関心をもつ。
４　�呼名に反応したり、体調を周囲に伝
えたりする。

５　身だしなみの乱れに気付く。
６　�献立の名前を知り、見通しや期待感
をもつ。

７　�明るく楽しい気持ちで一日を始め
る。

８　�一日の流れに見通しと期待感をも
つ。

９　�友達と一緒に一日がんばろうという
意欲をもつ。

・�自分の係が分かり、一人でまたは教師
の支援を受けて取り組む。
・�話し手に注目し、顔を上げて話を聞い
たり、礼を合わせたりする。
・�友達と関わりながら朝の会を進行す
る。

通年
160時間

・�朝の会の始まりが分かり、
自ら朝の会の準備ができ
るよう、朝の会の始めに
手遊び歌を歌う。〈主〉
・�一日の流れが分かるよ
う、時間割と一緒に写真
やイラストのカードを提
示する。〈主〉
・�友達と関わりながら朝の
会を進めることができる
よう、児童同士がタッチ
で交代する場面を設定す
る。〈対〉
・�タッチで交代する相手が
分かり、自分からタッチ
ができるよう、当番の児
童が着る当番チョッキを
用意する。〈主〉〈対〉
・�意欲的に朝の会に参加で
きるよう、学習活動の順
番を日替わりで入れ替え
る。〈主〉〈深〉
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５　児童の様子及び本題材の目標
※【　】は関連する領域等名を示す。
氏　名

（学年・性別）
個別の指導計画における

年間目標
今までの取り組みの様子 題材目標

Ａ
（１・男）
司会（本時）
歌係

・�自分の気持ちを表す言
葉や身振りを増やす。
【自立活動】
・�集会や儀式に正しい姿
勢で参加する時間を延
ばす。【特別活動】

・�係の発表では、発声や身振
りで簡単な単語や数を伝え
ることができる。
・�話を聞いている途中で姿勢
が崩れてきたり、ふざけて
靴を脱いだりすることが多
い。

・�身振りや発声で朝の
会を進めたり、係の
発表を行ったりする。
・�話し手に合わせて
気を付けや礼をす
る。

Ｂ
（１・男）
給食係

・�全校集会で、前で話を
する人に合わせて礼を
する。【特別活動】

・�遅刻により朝の会に最初か
ら参加できないことが多
く、会の流れを十分には覚
えていないが、係の発表を
楽しみにしている。
・�話し手に注目して話を聞くこ
とができるが、途中で勝手に
話し始めることがある。

・�朝の会の流れを覚
え、自信をもって
係の発表をする。

・�最後まで静かに教
師の話を聞く。

Ｃ
（２・男）
日付と天気係

・�教師や友達と一緒に最
後まで活動に参加す
る。【生活単元学習】
・�話している教師や友達
に注目する。【自立活
動】

・�係の発表では、早口になり
やすいものの、黒板に書か
れた日付と天気を読み上げ
ることができる。
・�会から逸脱したり、大きな
声を出したりすることがあ
るが、落ち着いて参加でき
ることが増えてきている。�

・�係の発表で、大き
な声でゆっくりと
話す。

・�静かに話を聞き、
話し手に合わせて
礼をする。

Ｄ
（４・男）
朝の挨拶係

・�発音できる単語を増や
す。【自立活動】

・�明瞭に発音することは難し
いが、「バ」や「マ」など
の発音しやすい音を組み合
わせて、様々な単語を伝え
ようとする。
・�背もたれに寄りかかる癖が
あり、姿勢が崩れやすい
が、個別で言葉掛けされる
と直すことができる。

・�大きな声で朝の挨
拶をする。

・�全体への言葉掛け
を聞いて、自ら姿
勢を直す。

Ｅ
（４・男）
身だしなみ
調べ係

・�自分の気持ちを伝える
手段を増やす。【自立活
動】
・�話し手に注目して話を
聞く。【特別活動】

・�教師の言葉に合わせて、身
振りで係の発表ができる。
・�話し手に合わせて礼ができ
るが、話の途中で姿勢が崩
れることがある。

・�友達と関わりなが
ら係の発表をす
る。
・�教師の話を最後ま
で姿勢よく聞く。

Ｆ
（４・男）
合い言葉係

・�自分の活動が分かり、
最後まで落ち着いて取
り組む。【生活単元学
習】

・�教師の呼び掛けに挙手
で応える。【自立活動】

・�教師の手本を見ながら、
「みなさん」「立ってくだ
さい」と身振りで伝えるこ
とができる。
・�靴を脱ぐ、物を投げるなどの
行動はあるが、教師が側にい
ると落ち着いて会に参加でき
るようになってきている。

・�教師の言葉に合わ
せて簡単な身振り
で係の発表をす
る。
・�教師の話を聞き、
挙手や礼をする。
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、

、

、

（３）参加できる力を育むための環境設定

（４）準備物

　　�進行ボード、机、椅子、顔写真カード、ラジカセ、ＣＤ、タイマー、時計の模型、献立ボー

ド、時間割ボード、天気ボード、当番チョッキ

（５）板書計画

（６）評価の観点

　（児童）・�発表の流れが分かり、言葉、身振り、発声などの自分に合った方法で、自信をもって

係の発表をすることができたか。

　　　　・�友達や教師の方へ顔を向け、姿勢を正して話を聞いたり、礼を合わせたりすることが

できたか。

　（教師）・�児童が言葉、身振り、発声など、自分に合った方法で係の発表をするための手立て、

環境設定は適切であったか。

　　　　・�児童が、話し手である友達や教師に注目し、姿勢を正して話を聞いたり礼を合わせた

りするための手立て、環境設定は適切であったか。
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象児童の実態

児童の食事及び箸・食器の使用等に関する実態（○→できている　▲→課題がある）

箸（しつけ箸と
普通箸を併用）

○しつけ箸使用時�一人で食べることができるが、時間がかかってしまう。
「�つまむ（２㎝角程の物）」「切る（柔らかい物）」、「近接した皿からか
きこむように食べる」ができる（※しつけ箸は小３より使用）。
▲薬指と小指が握れず、親指、人差し指、中指に力が入りづらい。
▲�長期に渡りしつけ箸を使用しているため、普通箸における人差し指と中指
による支持が難しい。

スプーン
○�スプーンの握り方は「手掌回内握り」と「手指回内握り」の中間程度で、
人差し指が伸びている。捕食時には手首を内側に回すことができる。

食器の持ち方
▲�言葉掛けがあれば食器を持つが、言葉掛けがないと左手を下方に伸ばして
いる。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○食事中における普通箸の正しい持ち方の経験を積み重ねる。

　○普通箸で食べ物をつまみ、口に運ぶ技能を習得する。

３　授業改善の視点

　○普通箸の操作に有効な学習支援等について、外部専門家と連携を図りながら進める。

　○普通箸の操作を支える学習活動について、自立活動や各教科等と連動して取り組む。

　○ＱＯＬの高まりを期して、称賛する機会を多くし、技能面と合わせて意欲面も育てる。

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①給食場面

　　　・�対象児童の手指の巧緻性に応じた箸（ピストル型の柄付き箸、普通箸を併用）及び補助

具等を継続的に使用する。

　　　・左手で食器を持つことに意識を向けるための指導を行う。

　　②自立活動や各教科等の学習場面

　　　・�指先でつまむ動作、手首のひねり・戻し、前腕の回外運動等を向上するための指導を行

う。

　　③家庭との連携　

　　　・教材・教具を共有し、箸や食器の持ち方、児童の様子等について情報交換を行う。

事例８
小学部６年「日常生活の指導」

指導の内容「食事中における普通箸の正しい持ち方と操作の仕方」
秋田県立比内支援学校たかのす校　教諭　村岡　利哉
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（２）指導の手立て等

　　①�「ピストル型の柄付き箸」「普通箸」を併用しながら、継続的な食事指導を行う。

　　　普通箸に移行できるよう段階的に支援を減らしていく。�

　　②�「洗濯ばさみを使った教材・教具（指先でつまむ動作）」「ボルトアンドナット（手首の

ひねり・戻し）」「ドアノブ回し（前腕の回外運動）」「箸でつまむ教材・教具」など、

自立活動や各教科等と連動して取り組む。

　　③�左手で食器を持つことに意識を向けるため、「食器を持つ」イラストの提示、言葉掛けと

称賛、セルフチェックを行うことができるよう鏡の設置等をする。

　　　

５　対象児童の変容

（１）�ピストル型の柄付き箸を使うことで、薬指・小指（手を安定させるための働き）を軽く握

るようになった。また、普通箸でも、薬指と小指を軽く握るようになり、箸の操作が安定

してきた。

（２）�指先のつまむ力が強くなったことで、箸で食べ物をつまんだり、食べ物を口に運んだりす

る動きが増えてきた。さらに、手首のひねり・戻しや前腕の回外運動等の機能向上によ

り、食べ物を落とさず、スムーズに口に運ぶことができるようになった。

（３）�左手で食器を持つことが増え、食事時に良い姿勢を保っていられる時間が長くなってきて

いる。それにより、箸の操作も向上してきている。

ピストル型の柄付き箸（薬指・小指の握りの安定） ボルトアンドナット（手首のひねり・戻し）

食器を持つイラストやセルフチェック用の鏡洗濯ばさみを使った教材・教具（指先でつまむ）

普通箸の使用時、薬指・小指を握り切れていない（６月） ピストル型の柄付き箸の使用により、
薬指と小指の握りが安定した（10月）

しょっきをもつ
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象生徒の実態
　・�左半身にまひがあるため左手は添える程度である。教師の支援を必要とする活動が多いが、

自分から依頼することができず教師の言葉掛けを待っている。

　・�時間を意識して行動することが難しく、活動全般に多くの時間を要する。

　・給食は準備、片付けを含めて時間内（４５分）に半量程を食べる。

　・好き嫌いがあり、好きな食べ物は先に全部食べ、苦手な野菜や魚は残すことが多い。　

　・周囲を見たり、会話に夢中になったりし、手が止まっている時間が多い。

　・様々な面で生活経験が少なく、食への関心が低い。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度までの身に付けたい力、目指す姿）
　○一人での活動が難しい内容は教師に手伝いを依頼しながら準備や片付けをする。

　○準備、片付けを含め時間内（４５分）に、目標量（２／３程度）を食べる。

３　授業改善の視点
　○食べる意欲を高め、達成感を得るために、興味・関心のあることを利用した教材作り。

　○食への関心を高めるために、他の教科での関連した活動内容の工夫。

　

４　指導の実際
（１）活動の流れ

　　①準　備－おしぼりを出す→牛乳にストローを刺す→滑り止めにおぼんを置く

　　②食べる－前半：献立等の会話を楽しむ→後半：食べることに集中する

　　③片付け－おしぼりを入れる→牛乳パックをつぶす→下膳する→テーブルを拭く→

　　　　　　　食べた量を一緒に確認しシールを貼る

（２）工夫点

　　①〈準　備〉

　　　・手の動きやスペース等を考慮し、やりやすい方法や順番を一緒に考え繰り返した。

　　　・スムーズに準備ができるように「順番表」を提示した。【写真１】

　　②〈食べる〉

　　　・時間を意識できるように、終わりの時刻を示した時計を置いた。【写真１】

　　　・後半は食べることに集中できるように「しゅうちゅうタイムカード」を提示した。

【写真２】

　　③〈片付け〉

　　　・スムーズな片付けと順番の定着をねらい、準備と同様の「順番表」を活用した。

　　　・意欲付けに「給食がんばり表」【写真３】を用い、食べた量に応じて○をした。

　　　　全量食べた日は、花丸に加えて好きなタレントのシールを貼った。

事例９
中学部１年「日常生活の指導」

指導の内容「給食」
秋田県立秋田きらり支援学校　教諭　渡辺　美樹子
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　　④〈その他〉

　　　・「外部専門家」の活用～姿勢を中心にＯＴより二度アドバイスを受け、改善した。

　　　・�関連した学習として、生活単元学習（進路学習）で栄養士にインタビューをし、調理を

している様子を見学した。また、クリスマスには初めて包丁を使用して果物やスポンジ

ケーキを切り、オリジナルのケーキを作った。

５　対象生徒の変容
　　①〈準　備〉

　　　・�準備の活動一つ一つのやり方や順番を一緒に考え、活動しやすい順番で準備を継続した

ことで、支援を受けることが多かった準備を、ほぼ一人でできるようになった。

　　　・�パンの袋を開ける等両手を使う難しい活動は、自ら教師に依頼をするようになった。

　　②〈食べる〉

　　　・�環境の整理や食べることに集中する時間を作ったことで、周りを見て手が止まることが

減り、食事に集中するようになってきた。

　　　・�食べ方の偏りが減り、苦手なメニューや食べ物もバランスよく目標量の食事が定着し

た。また、週に２～３日は全量食べるようになった。

　　③〈片付け〉

　　　・�食べた量を的確に教師に伝え、全量食べた日は「給食がんばり表」に喜んでシールを貼

った。『また明日も全部食べて～さんを貼りたい』と意欲の高まりが見られた。

　　④〈その他〉

　　　・�栄養士へのインタビューや調理見学、ケーキ作り等の関連した学習から、作ることの大

変さや楽しさを知り、給食や食への関心が高まった。

　　　・�連絡帳や面談、送迎時に給食や学習の様子を伝え、情報を共有した。家庭においても時

間を決めながら食べ、食べる量が増えた。また、保護者から「家でも調理を経験させた

い」とあり、家庭においても新たな取り組みに向けての機会となった。

６　他の指導場面との関連
　・�作業学習において、作業スペースややりやすさを考えながら、順番通りの準備や作業、片付

けを一人で行うことができるようになってきた。

　・難しい活動は自ら教師に手伝いを依頼をし、自分でやろうという気持ちが高まった。

順番表がなくても準備、
片付けができるように
なってきた。

【写真１】
＜時計、順番表＞

【写真２】
＜集中タイムカード＞

【写真３】
＜給食がんばり表＞
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象児童の実態

　�　対象児は小学部５年男児で、軽度精神遅滞である。自分の思いをゆっくり話したり、簡潔な

指示を聞き取って行動したりすることができるが、自分から行動することが少ない。指の動か

し方や力の入れ方にぎこちなさがあり、紐結びなどが苦手である。

　�　掃除における自分の担当する役割（掃き掃除、黒板掃除など）が分かるが、手順が定着して

おらず、取り掛かるまでに時間が掛かったり、手順をとばして掃除すべき箇所をやり残してし

まったりすることがある。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○�掃除の一連の手順や掃除用具の正しい扱い方を覚え、自分から素早く取り掛かったり、最後

まで丁寧にやり遂げたりする力

　　

３　授業改善の視点

　○黒板やレールの隅など、細かい部分まで丁寧に掃除を進めるための環境設定

　○黒板掃除に自分から素早く取り掛かって進めるための環境設定

　○本児が自分で「できた」と感じられ、「次もがんばろう」と思えるような場面の設定

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①黒板の掲示物やマグネットを外し、チョークをよせる。

　　②黒板を拭く。

　　③レールを拭く。

　　④黒板の掲示物やマグネット、チョークなどを元の場所に戻す。

（２）工夫点

　　○�黒板やレールの隅の拭き残しが無くなるように、ポイントとなる場所に印を付けたり、隅

などの小さい場所の拭き方をカードで提示したりする。

�

事例10
小学部５年「日常生活の指導」
指導の内容「黒板の掃除」

秋田県立能代支援学校　教諭　伊藤　綾華

　【隅を拭く際の雑巾の使い方】【隅の部分に気付くためのチェック印】

56 日常生活の指導ガイド



　　○�自分から掃除に取り掛かったり、時間を意識しながら一人で進めたりできるように、掃除

の手順表やタイマーを提示する。

　　○�自分で黒板掃除の振り返りができるように、掃除の振り返りシートを使って自己評価をし

たり、教師と一緒に振り返ったりする場面を設定する。

５　対象児童の変容

　○�黒板やレールの隅に付いている印を見ることで、隅の部分を丁寧に掃除しようとする様子が

見られた。また、隅まできれいに拭くための雑巾の使い方を覚え、１２月後半は隅まで拭き

残し無く拭くことができるようになってきた。

　○�黒板掃除を終える目標の時間を設定することで、雑巾を絞ったり、マグネットを外したりす

る部分などを、素早く行うことができるようになってきた。時折、自分でタイマーを見て残

り時間を確認するなど、時間を意識して掃除に取り組むようになってきている。掃除を終え

るまでの時間が短くなったのをグラフで確認し、嬉しそうにしている様子が見られた。

　○�掃除が終わった後に、振り返りシートを使いながら教師と一緒に掃除の振り返りをすること

で、頑張ったことやもう少し頑張れば良かった部分などに自分で気付くことができた。評価

の花丸が増えてきていることを喜んでおり、全部花丸が付くように意欲的に掃除に取り組む

様子や、「上手になった」と自分で発言する様子などが見られ、自信をもって黒板掃除に取

り組めるようになってきた。

６　他の指導場面との関連

　・�黒板掃除の際は、「すばやく」や「決められた時間の中で」など、速度や時間を意識できる

ようになってきた。それを生活単元学習の制作活動の場面や着替えの場面でも出来るよう

に、目標となる時間をタイマーなどで提示し、すばやく時間内に終えられるように支援して

いる。事前に目標となる時間を明確に伝えることで、速度や時間を意識しながら行動できる

ようになってきた。

　・�黒板やレールの隅まで拭く際に、親指と人差し指で雑巾をつまんで拭くことを繰り返したこ

とで、生活単元学習や図工などの制作場面で、小さいビーズをつまんで置いたり、シールを

指定の場所からずれないように貼ったりなど、指先を使った活動に少しずつ取り組めるよう

になってきた。

【黒板掃除振り返り表】 　【黒板掃除タイム表】
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象生徒の実態
（１）学級全体の構成
　　・男子３名の学級である。
　　・�コミュニケーションに関しては、３名中２名は言葉で意思を伝え、簡単な指示を理解して

行動できる。１名は発語が無く、表情や発声、身振りで要求を伝えている。生徒同士で積
極的に関わり合う姿はまだ少なく、集団として一つのことに取り組もうとする意識は薄い
が、教師が仲立ちをしたり、意図的に関わり合う場面を設けたりする中で、お互いの様子
を見て行動したり、互いに関心をもち始めたりしている。

　　・�指示に従って掃除をするが、進んで掃除をしようというところまでには至っていない。掃
除用具の扱いや掃除の仕方に関しては、それぞれの出身小学校や小学部で学んできたこと
がベースとなっている。一人一人ペースが異なっていたり、不慣れな部分があったりする
が、決められた流れに沿って掃除をしている。

（２）対象生徒の掃除に関する実態
関心・意欲・態度 ・�掃除に対しては消極的であり、進んで掃除をしようというところ

までには至っていない。
・面倒と思う気持ちから、掃除が雑になることがある。
・�様々なものに注意が移り、掃除から逸脱することがあるが、やる
ことは分かっている。

思考・判断・表現 ・�机や床の汚れまでに意識は向いていないが、自分の手や所有物が
汚れたら気にして洗おうとする。
・教室を掃除しないと汚れが溜まることが分かる。

技能 ・�注意不足から掃き残しが出てしまうが、自在ぼうきを使ってごみ
を掃くことができる。

知識・理解 ・掃除の手順が分かる。
・�煩雑さはあるが、自在ぼうきや文化ちりとり、雑巾などの掃除用
具の使い方が分かる。

２　指導の意義
　�　いつも身の回りをきれいにすることは日常生活や集団生活において大切なことであり、掃除
をすることは健康衛生上や快適に生活する上でも必要なことである。しかし、対象生徒にとっ
て掃除をなぜやるのかが分かりにくく、達成感が得られにくい面があるのが現状である。
　�　学級では教室掃除を下校前に設定し、毎日行っている。掃除の内容は主に、床はき、黒板拭
き、雑巾掛け、机・椅子の移動である。いずれも掃除をする上で基本となる内容であり、基本
的な掃除の仕方を学ぶことで他の学習活動や、家庭生活へと発展していけると考える。また、
掃除に学級で協力して取り組むことで、みんなで使う場所を大切にする気持ちや、集団生活を
意識して協調性を育てることができ、キャリア教育の視点からも大切な活動であると考える。
　�　以上のことを踏まえ、年間を通し、「やらされる掃除」から「自分からする掃除」へと意識
が変容するような手立てを講じながら毎日の掃除の指導を継続することで、基本的な掃除技能
が定着するとともに、達成感を得ることができるようになり、主体的に掃除に取り組むように

事例11
中学部１年「日常生活の指導」
指導の内容「教室掃除」

秋田県立稲川支援学校　教諭　山口　梓
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なるのではないかと考える。

３　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）
　○�毎日の掃除が習慣として身に付き、教室がきれいになるように掃除をする。（生活する力、
考える力）

　○必要性を感じて掃除に取り組もうとする。（意欲をもって物事に向かう力）
　　※�（　　）内は、本校キャリア教育の指標『地域とあゆむ　い～なプラン（別紙２参照）』の４

つの付けたい力と関連付けて目標を設定している。

４　評価規準
関心・意欲・態度 ①掃除の意義が分かり、掃除に取り組もうとする。

②習慣として毎日の掃除に取り組もうとする。
思考・判断・表現 ③ごみや汚れがなくなるように気を付けて掃除をする。
技能 ④用具の正しい使い方や掃除の仕方が分かり、掃除をする。
知識・理解 ⑤教室掃除の流れ、正しい用具の使い方、掃除の仕方が分かる。

５　授業改善の視点
　○活動の必要性を伝えるための指導内容の工夫
　○生徒の主体性を大切にした内容の工夫
　○キャリア教育全体計画との関連

６　指導の実際
（１）活動の流れ（１５分）

時間
（分） 学習活動・内容 指導上の留意点及び手立て

１４ ①机・椅子等を廊下へ出す。

②�床掃き、黒板・ホワイトボード
を拭く。

③雑巾掛けをする。（７月から実施）

④ごみ箱のごみを捨てる。

⑤机・椅子等を元の位置へ戻す。

・�机、椅子の移動では、自分の机、椅子だけを運
んで終わることがないよう、運ぶ机や椅子の数
を明確にして伝える。
・�必要に応じて用具の正しい使い方や掃除の仕方
について書かれたカードを提示したり、教師が
手本を見せたりする。
・使い慣れているほうきで掃除をする。
　（Ａ（対象生徒）�自在ぼうき、Ｂ�座敷ぼうき）
・ごみを集める場所に印を付ける。
・�掃除から逸脱が見られた場合は、「次は何をし
ますか？」など自分のやるべきことに気付ける
ような言葉掛けをする。
・�雑巾を絞りやすいように、薄手の雑巾を用い
る。
・�雑巾を固く絞れるよう、絞る回数を示したり、
水気がなくなったか教師と一緒に確認をしたり
する。

１ ⑥終わりの会 ・�学級としての活動の終わりが分かるように全員
揃って終わりの挨拶をする。
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（２）配置図

＜床掃き＞

＜雑巾掛け＞

（３）工夫点
　※指導の手立て等
　　○�生徒が身に付けたい力を段階的に、一貫性をもって指導できるよう、指導内容や目標を設

定する際に、本校のキャリア教育の指標『いーなプラン』（別紙）を拠り所とした。
　＜主体的に掃除に取り組めるように＞
　　○�掃除の仕方や役割分担の見直しを定期的に行う。掃除の仕方を変更する必要があった場合

は、生徒に提案する形で話し合いをもち、相談しながら決める。（写真①）
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　　○�床掃きをメインにした「Aいつもの掃除」、雑巾掛けを行う「Bぴかぴか掃除」、棚や机の
整頓のみの「C簡単掃除」、の３つのコース制を導入し、コースの選択を生徒に委ねる。

　＜掃除に取り組みやすいように＞
　　○�掃除箇所や役割を分担し、やることを明確にする。
　　　ex.1）床掃き、雑巾掛けの際には教室を分割し、個々に担当箇所を決める。
　　　ex.2）掃いたり、拭いたりする方向や順番をテープで床に印す。（写真②）
　　○�掃除に対する抵抗感を軽減するために、薄手の雑巾など扱いやすい掃除用具を用いたり、

清掃範囲を段階的に広げたりする。

７　対象生徒の変容
（★�主体的に取り組めるように配慮した手立て、☆�掃除の取り組みやすさに配慮した手立て）

月 生徒の様子 指導内容
手立て 変　容

４

・�ごみを掃く方向が定まら
ず、ごみが集まらない。

☆�掃く順番や方向、ごみを
集める場所をテープで印
す。

・�ごみを掃く方向が揃うよ
うになった。

５ ・自分の机だけ運ぶ。 ☆運ぶ机の数を決める。 ・�自分以外の机も運ぶよう
になった。

６ ・�下校前に掃除をすること
に慣れてきた。

７ ・�「雑巾掛けは疲れるから
やりたくない」
・掃除中に逸脱する。

＜生活単元学習＞
★�掃除の意義を確認した。
（掃除をしないと教室は
どうなるのか）
★�学級の掃除の様子を映像
で振り返る。

８ ★コース制の導入 ・�コースの選択を楽しみに
するようになった。
・�体の疲れ具合や時間割を
考えてコースを選ぶよう
になった。

（写真②）床への表示（写真①）話し合いの内容の記録

・机・椅子の移動　・床掃き

・机・椅子の移動・床掃き・雑巾掛け（週１）

61日常生活の指導ガイド



９ ・�雑巾掛け強化週間の実施
（�雑巾掛けの仕方の確認と
定着）
☆�雑巾掛けの分担箇所を明
確にする。
☆�扱いやすい薄手の雑巾を
用いる。
☆�拭く範囲を段階的に広げ
ていく。

・�雑巾掛けへの抵抗感が増
した。

・�待ち時間による逸脱が減
ってきた。

10 ・�雑巾掛けが週２回に増え
たことに納得がいかな
い。

★�教室での学習が多い日を
時間割から推測し、雑巾
掛けをする日や回数を相
談して決める。

・�週２回の雑巾掛けに納得
した。

11 ・掃き残しが目立つ。 ☆�雑巾掛け同様に床掃きも
掃除箇所を分担する。

・�掃き残しに気付いたり、
ごみを見て掃いたりする
ようになってきた。

12 ・�掃除になれてきたので、
掃く順番を印したテープ
を剥がした。

・�印がなくても適切な順序
や方向で床掃き、雑巾掛
けをするようになった。
・�雑巾掛けに慣れ、抵抗感
が少なくなった。
・�膝を床に付けずに雑巾掛
けができるようになって
きた。
・�作業効率が良くなり、掃
除の終了時間が早くなっ
てきた。

８　他の指導場面との関連

　・�生活単元学習で「教室環境を整えよう」という単元を組み、掃除の様子を映像で見合ったり、掃

除用具の正しい使い方の確認をしたりと、普段の掃除の振り返りや見直しの機会とした。

　・�調理活動後の調理室の掃除や、卒業生を送る会などの人を招くことを想定した事前の掃除など、

毎日の習慣としての掃除だけでなく、必要性を感じられるような場面設定ができる活動へと広げ

ていった。

・机・椅子の移動・床掃き・雑巾掛け（週２）

掃除箇所分担（教室前方） 掃除箇所分担（教室後方）
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象集団の実態

　�　知的障害のある中学部３年生、男子４名、女子２名、計６名の学級である。教室掃除では、

一か所にごみを掃き集めることは分かるが、６人が思い思いの場所を掃いていたり、ほうきを

床に押しつけてモップのように扱ったりしているため、掃き残しが多かった。また、一通りの

手順を覚えて掃除を進めることができるが、掃除を面倒と感じ、床の汚れに気付かない生徒が

多かった。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○正しい掃除用具の扱い方や保管方法を知る。

　○役割分担をして時間内に教室掃除を行う。

　○身の回りをきれいに保つことの大切さを知り、自分から掃除をしようとする。

３　授業改善の視点

　○掃除の習慣化

　○他の場面への広がり

　○目的意識の向上

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①掃除用具（自在ぼうき、ちりとり、雑巾）の正しい扱い方と保管方法の指導

　　②教室掃除に必要な役割と手順の提示

　　③生活単元学習（進路学習など）と関連させた学習の展開

　　④高等部サービス班の清掃作業見学

　　⑤「お掃除検定」の実施

（２）工夫点

　　※指導の手立て等

　　○�掃除用具の扱い方や保管方法が分かるように、演示や写真で正しい方法を示して、練習す

る場面を設定する。

　　○汚れに気付くことができるように、汚れている箇所と掃除方法の写真を掲示する。

　　○時間内に教室をよりきれいにするための役割分担を決める。

　　○掃除をすることの良さや必要性に気付いたり、他者から感謝されたりする場面を設定する。

　　○�意欲的に掃除に取り組めるように、技術面を評価したり、友達同士で認め合ったりする場

面を設定する。

事例12
中学部３年「日常生活の指導」

指導の内容「掃除」
秋田大学教育文化学部附属特別支援学校　　教諭　佐藤　美里
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５　対象集団の変容

　�　掃除用具の扱い方を練習したことで、自在ぼうきの持ち方を覚えて教室の端から順にごみを

掃き集めることができるようになってきた。また、用具を正しく片付けることで掃除がしやす

くなり、用具を清潔に保つことができると分かり、自分たちで片付け方を意識するようになっ

た。以前は、１５分間で床掃除のみを行っていたが、同じ時間内に水飲み場やホワイトボード

の掃除も行えるようになった。掃除箇所を増やしたことで、これまで気に掛けていなかった汚

れに気付くようになった生徒もいる。

　�　生活単元学習の進路学習の単元と関連させ、暮らしの中で掃除をしないとどうなるのか、な

ぜ掃除をしなければならないのかを考える場面を設定した。また、高等部のサービス班の清掃

作業の見学や、清掃作業を行っている高等部実習先へ職場見学を行った。さらに、卒業に向け

ての単元と関連させ、卒業までの間に“一流中学生”を目指すため、掃除の手順や用具の扱

い、清潔への意識をポイントとして｢お掃除検定｣を実施した。

　�　これらの実践により、これまで掃除に苦手意識があったり、面倒だと感じたりしていた生徒

も、将来の暮らしや働く中で掃除が必要なことであると実感し、自分たちで掃除を始めるよう

になった。また、｢お掃除検定｣を通して、正しい方法を身に付け、合格することで、自信をも

って掃除に取り組むようになり、家庭で自分の部屋を掃除したことなど、掃除したことを話題

にする様子も見られるようになった。

６　他の指導場面との関連

　�　掃除に対する意識が変わってきたことで、更衣室など教室以外の汚れにも気付くようになっ

た。今後も教室掃除の中で用具の扱い方など技術面での指導を継続しながら、校内または家庭

など場面を広げて指導していく。

掃除用具の扱い方や汚れている箇所の掲示例
「お掃除検定」ポイント表

自在ぼうきの手入れ方法を学習 進んで更衣室のロッカーを掃除 ｢お掃除検定｣中に掃き残しを発見

よごれ

歯
は

磨
みが

き粉
こ

　水
みず

垢
あか

　石けん
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１　本指導の内容に関する、年度当初の対象生徒の実態

　�　中度の知的障害を有する男子生徒で、簡単な言葉での受け答えができる。平仮名を読める

が、文字情報のみで意味を理解することは難しい。

　�　登下校には、路線バスを使用しており、筆記用具や食事用具の他、携帯電話や福祉特別乗車

証などの貴重品も携帯している。昨年度は、貴重品を忘れる心配があったため、登校後はかば

んの中に入れたままにし担任が管理していた。また、家に持ち帰る他の物は、教師の言葉掛け

を受けて一つずつ確認しながら準備していた。

２　目標（本指導の内容に関して、今年度末までに身に付けたい力、目指す姿）

　○家に持ち帰るものを、自分で用意する。

３　授業改善の視点

　○生徒の実態や変容に応じた支援内容・方法の見極め

　○家庭との連携

４　指導の実際

（１）活動の流れ

　　①貴重品を職員室から持ってくる。

　　②�持ち物チェック表を見て、所定の場所から家に持ち帰る物を持ってきてかばんに入れる。

　　③かばんに入れたら、持ち物チェック表に付いている磁石を外す。

（２）工夫点

　　○視覚的支援のための教材の工夫

　　　�持ち物チェック表を作成し、生徒が文字情報と実際の写真

を見ながら持ち帰るものを確認できるようにした。また、

一つずつ確実に確認できるように、かばんに入れた物の写

真に付いている磁石を外すことにした。登校後にも持ち物

チェック表を活用し、かばんから取り出した物の写真に磁

石を付けて確認するようにした。

事例13
中学部３年「日常生活の指導」
指導の内容「持ち帰る物の用意」
秋田県立栗田支援学校　教諭　加藤　秀幸

「持ち物チェック表」

磁石を付ける欄
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　　○主体的に活動できるようにするための工夫

　　　�　主体的に持ち物を用意したり整理したりする意識が高まり、習慣化するように、登校後

にも持ち物チェック表を活用し、かばんから取り出した物の写真に磁石を付けて確認する

活動を行った。

　　　�　持ち物チェック表を使用せずに持ち帰る物を用意すると、貴重品を職員室から持ってく

ることを忘れることが何度かあったため、①貴重品は登校後に教師から受け取った貴重品

ケースに入れて職員室に持って行く　②帰りの身支度の際に職員室から貴重品を持ってき

て、そのケースを教師に手渡す　という教師とのやりとりを入れ、教師の存在を貴重品へ

の意識と結び付けるための手掛かりとした。

　　○保護者との双方向での情報共有

　　　�　家庭では、朝学校に持って行く物を決まった場所に置いておき、そこから持って行くよ

うにしているという話を、保護者面談の際に母親から聞き、学校でも自分の持ち物を置く

場所を決め（給食袋は机の右横、水筒は教室後方の自分のロッカー等）、所定の場所に置

くようにした。

５　対象生徒の変容

　�　はじめは、持ち物チェック表を教師と一緒に見ながら一つずつ持

ち物をかばんから出し入れしていた。徐々に持ち物チェック表の使

い方に慣れ、忘れずに物の準備ができるようになった。段階的に支

援を減らし、普段持ってきている物については、現在では持ち物チ

ェック表が無くても一人で準備するようになった。

　�　また貴重品については、貴重品ケースを使用する以前は職員室か

ら持って来ることを忘れることがあったが、教師と貴重品ケースを

受け渡しするやり取りを設定したことで、忘れずに持ち帰るように

なった。

６　他の指導場面との連携

　�　校外学習や修学旅行での持ち物の準備において、持ち物のイラストを見ながら一人で用意す

るようにした。また、持ち帰る物を自分で用意するという活動を通して、写真等の情報から必

要な物を用意する力や、物の置き場所を決めて所定の場所に保管する習慣が身に付いてきてい

る。そのことから、作業学習や生活単元学習において、写真等の情報を頼りに必要な道具や材

料を準備することや、使用した物を元の場所に戻すことといった他の活動における指導でも、

生徒の身に付きつつある力を生かせるようにしている。

「持ち物チェック表」を見
て、持ち帰る物をかばんに
入れる様子
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資料１　�小学部「生活科」と中学部「職業・家庭科」の目標、各

段階の目標及び内容

資料２　�知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援

学校の各教科の各段階の構成

資料３　�知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援

学校小学部の各教科及び中学部「職業・家庭科」の特質

に応じた見方・考え方

資料４　平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクトの概要

Ⅲ．資料編



資
料

１
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知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科の各段階の構成

特別支援学校学習指導要領説明会配布資料（平成 年７月）より抜粋

段 階 内容の対象、ねらい等

小学部１段階 主として知的障害の程度は、比較的重く、他人との意思の疎通に困難があり、

日常生活を営むのにほぼ常時援助が必要である者を対象とした内容を示してい

る。

この段階では、知的発達が極めて未分化であり、認知面での発達も十分でない

ことや、生活経験の積み重ねが少ないことなどから、主として教師の直接的な援

助を受けながら、児童が体験し、事物に気付き注意を向けたり、関心や興味をも

ったりすることや、基本的な行動の一つ一つを着実に身に付けたりすることをね

らいとする内容を示している。

小学部２段階 知的障害の程度は、１段階ほどではないが、他人との意思の疎通に困難があり、

日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とする者を対象とした内容を示している。

この段階では、１段階を踏まえ、主として教師からの言葉掛けによる援助を受

けながら、教師が示した動作や動きを模倣したりするなどして、目的をもった遊

びや行動をとったり、児童が基本的な行動を身に付けることをねらいとする内容

を示している。

小学部３段階 知的障害の程度は、他人との意思の疎通や日常生活を営む際に困難さが見られ

る。適宜援助を必要とする者を対象とした内容を示している。

この段階では、２段階を踏まえ、主として児童が自ら場面や順序などの様子に

気付いたり、主体的に活動に取り組んだりしながら、社会生活につながる行動を

身に付けることをねらいとする内容を示している。

中学部１段階 小学部３段階を踏まえ、生活年齢に応じながら、主として経験の積み重ねを重

視するとともに、他人との意思の疎通や日常生活への適応に困難が大きい生徒に

も配慮した内容を示している。

この段階では、主として生徒が自ら主体的に活動に取り組み、経験したことを

活用したり、順番を考えたりして、日常生活や社会生活の基礎を育てることをね

らいとする内容を示している。

中学部２段階 中学部１段階を踏まえ、生徒の日常生活や社会生活及び将来の職業生活の基礎

を育てることをねらいとする内容を示している。

この段階では、主として生徒が自ら主体的に活動に取り組み、目的に応じて選

択したり、処理したりするなど工夫し、将来の職業生活を見据えた力を身に付け

られるようにしていくことをねらいとしている。

資料２
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知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部の各教科

及び中学部職業・家庭科の特質に応じた見方・考え方

特別支援学校学習指導要領説明会配布資料（平成 年７月）より抜粋

教科名 見方 考え方

生活科

（生活に関わる）

生活を捉える視点であり、生活におけ

る人々、社会及び自然などの対象と自

分がどのように関わっているのかと

いう視点で捉えること。

自分の生活において思いや願いを実現

していくという学習過程の中にある思

考であり、自分自身や自分の生活につ

いて考えることやそのための方法のこ

と。

国語科

（言葉による）

対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉

えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。

算数科

（数学的な）

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠をもとに筋道を

立てて考え、総合的・発展的に考えること。

音楽科

（音楽的な）

音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を形づくっている要素とその働きの視点

で捉え、自己のイメージや感情、生活や文化などと関連付けること。

図画工作科

（造形的な）

感性や想像力を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点で捉え、自

分のイメージをもちながら意味や価値をつくりだすこと。

体育科

（体育の）

運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の

向上を果たす役割の視点から捉え、自分の適性等に応じた「する・みる・支え

る・知る」の多様な関わり方と関連付けること。

（保健の） 個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着

目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づく

りと関連付けること。

職業・家庭科

（生活の営み

に係る）

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る事象を、健全で豊かな家庭生活を

営む視点で捉え、生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造するために、よ

りよい生活を工夫すること。

（職業の） 職業に係る事象を、将来の生き方等の視点で捉え、よりよい職業生活や社会生

活を営むための工夫を行うこと。

平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクトの概要

【目的】

（１）日常生活の指導の基礎・基本に基づく実践の充実を図る。

（２）日常生活の指導の基礎・基本に基づく実践の推進において、中心的役割を担う人材を

養成する。

【概要】

回 期日 内容 出席者 
１ 平成２９年 

６月１４日 
基礎研修会 
・講義演習①「日常生活の指導の基礎基本」 

講師：秋田県教育庁特別支援教育課 
主任指導主事 佐々木孝紀 

・講義演習②「日常生活の指導の実際」 
講師：秋田県立支援学校天王みどり学園 

教諭（兼）教育専門監島津憲司 
・協議「各担当者の事例における授業改善の視

点等について」 

 
担当教諭 １３名 
特別支援教育課 ３名 
 

２ 平成２９年 
７月 ４日 

第１回プロジェクト会議 
・担当者、事例内容確認 
・年間予定確認 

担当教育専門監 ２名 
特別支援教育課 ２名 

３ 平成２９年 
９月 ４日 

授業・事例検討会【県北・県央地区】 
・提示授業、提示事例の指導案等検討 

授業提示担当教諭 １名 
事例提示担当教諭 １名 
担当教育専門監 １名 
担当指導主事 １名 

４ 平成２９年 
９月１１日 

 

授業・事例検討会【県央・県南地区】 
・提示授業、提示事例の指導案等検討 

授業提示担当教諭 １名 
事例提示担当教諭 １名 
担当教育専門監 １名 
担当指導主事 １名 

５ 平成２９年 
１０月１０日 

授業・事例研究会【県央・県南地区】 
（１）授業提示「朝の会」 

ゆり支援学校 教諭 小野祐美子 
（２）事例提示「教室掃除」 

稲川支援学校 教諭 山口 梓  
（３）提示授業、提示事例の協議 
（４）各担当の事例の協議 

会場校校長 
担当教諭 ８名 
担当教育専門監 １名 
特別支援教育課 ２名 
 

６ 平成２９年 
１０月３１日 

授業・事例研究会【県北・県央地区】 
（１）授業提示「着替え」 

比内支援学校 教諭 松尾佑美 
（２）事例提示「朝の会」 

比内支援学校かづの校 教諭 湊 奈緒 
（３）提示授業、提示事例の協議 
（４）各担当の事例の協議 

会場校校長 
担当教諭 ５名 
担当教育専門監 １名 
特別支援教育課 ２名 
 

７ 平成２９年 
１１月 ７日 
 

第２回プロジェクト会議 
・授業・事例検討会、研究会のまとめ 
・日常生活の指導ガイドの内容検討 

担当教育専門監 ２名 
特別支援教育課 ２名 

８ 平成３０年 
２月 ８日 

秋田県教育研究発表会 
・特別支援学校授業改善プロジェクトの取組 
～各教科等を合わせた指導「日常生活の指導」

について～ 

発表者：担当指導主事 
質疑応答対応： 

担当教諭３名 

９ 平成３０年３月 日常生活の指導ガイド発行  

資料３

知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部の各教科

及び中学部「職業・家庭科」の特質に応じた見方・考え方
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知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部の各教科

及び中学部職業・家庭科の特質に応じた見方・考え方

特別支援学校学習指導要領説明会配布資料（平成 年７月）より抜粋

教科名 見方 考え方

生活科

（生活に関わる）

生活を捉える視点であり、生活におけ

る人々、社会及び自然などの対象と自

分がどのように関わっているのかと

いう視点で捉えること。

自分の生活において思いや願いを実現

していくという学習過程の中にある思

考であり、自分自身や自分の生活につ

いて考えることやそのための方法のこ

と。

国語科

（言葉による）

対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉

えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。

算数科

（数学的な）

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠をもとに筋道を

立てて考え、総合的・発展的に考えること。

音楽科

（音楽的な）

音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を形づくっている要素とその働きの視点

で捉え、自己のイメージや感情、生活や文化などと関連付けること。

図画工作科

（造形的な）

感性や想像力を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点で捉え、自

分のイメージをもちながら意味や価値をつくりだすこと。

体育科

（体育の）

運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の

向上を果たす役割の視点から捉え、自分の適性等に応じた「する・みる・支え

る・知る」の多様な関わり方と関連付けること。

（保健の） 個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着

目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づく

りと関連付けること。

職業・家庭科

（生活の営み

に係る）

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る事象を、健全で豊かな家庭生活を

営む視点で捉え、生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造するために、よ

りよい生活を工夫すること。

（職業の） 職業に係る事象を、将来の生き方等の視点で捉え、よりよい職業生活や社会生

活を営むための工夫を行うこと。

平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクトの概要

【目的】

（１）日常生活の指導の基礎・基本に基づく実践の充実を図る。

（２）日常生活の指導の基礎・基本に基づく実践の推進において、中心的役割を担う人材を

養成する。

【概要】

回 期日 内容 出席者 
１ 平成２９年 

６月１４日 
基礎研修会 
・講義演習①「日常生活の指導の基礎基本」 

講師：秋田県教育庁特別支援教育課 
主任指導主事 佐々木孝紀 

・講義演習②「日常生活の指導の実際」 
講師：秋田県立支援学校天王みどり学園 

教諭（兼）教育専門監島津憲司 
・協議「各担当者の事例における授業改善の視

点等について」 

 
担当教諭 １３名 
特別支援教育課 ３名 
 

２ 平成２９年 
７月 ４日 

第１回プロジェクト会議 
・担当者、事例内容確認 
・年間予定確認 

担当教育専門監 ２名 
特別支援教育課 ２名 

３ 平成２９年 
９月 ４日 

授業・事例検討会【県北・県央地区】 
・提示授業、提示事例の指導案等検討 

授業提示担当教諭 １名 
事例提示担当教諭 １名 
担当教育専門監 １名 
担当指導主事 １名 

４ 平成２９年 
９月１１日 

 

授業・事例検討会【県央・県南地区】 
・提示授業、提示事例の指導案等検討 

授業提示担当教諭 １名 
事例提示担当教諭 １名 
担当教育専門監 １名 
担当指導主事 １名 

５ 平成２９年 
１０月１０日 

授業・事例研究会【県央・県南地区】 
（１）授業提示「朝の会」 

ゆり支援学校 教諭 小野祐美子 
（２）事例提示「教室掃除」 

稲川支援学校 教諭 山口 梓  
（３）提示授業、提示事例の協議 
（４）各担当の事例の協議 

会場校校長 
担当教諭 ８名 
担当教育専門監 １名 
特別支援教育課 ２名 
 

６ 平成２９年 
１０月３１日 

授業・事例研究会【県北・県央地区】 
（１）授業提示「着替え」 

比内支援学校 教諭 松尾佑美 
（２）事例提示「朝の会」 

比内支援学校かづの校 教諭 湊 奈緒 
（３）提示授業、提示事例の協議 
（４）各担当の事例の協議 

会場校校長 
担当教諭 ５名 
担当教育専門監 １名 
特別支援教育課 ２名 
 

７ 平成２９年 
１１月 ７日 
 

第２回プロジェクト会議 
・授業・事例検討会、研究会のまとめ 
・日常生活の指導ガイドの内容検討 

担当教育専門監 ２名 
特別支援教育課 ２名 

８ 平成３０年 
２月 ８日 

秋田県教育研究発表会 
・特別支援学校授業改善プロジェクトの取組 
～各教科等を合わせた指導「日常生活の指導」

について～ 

発表者：担当指導主事 
質疑応答対応： 

担当教諭３名 

９ 平成３０年３月 日常生活の指導ガイド発行  

資料４

主任指導事　佐々木孝紀

ゆり支援学校　教諭　小野祐美子
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平成２９年度特別支援学校授業改善プロジェクト　担当者

【担当教育専門監】

　　　秋田県立比内支援学校　　　　　　　　　　　　　小笠原　英　紀

　　　秋田県立ゆり支援学校　　　　　　　　　　　　　宮　野　俊　実

【担当教諭】

　　　秋田県立秋田きらり支援学校　　　　　　　　　　髙　橋　亜希子

　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　美樹子

　　　秋田県立比内支援学校　　　　　　　　　　　　　松　尾　佑　美

　　　秋田県立比内支援学校かづの校　　　　　　　　　湊　　　奈　緒

　　　秋田県立比内支援学校たかのす校　　　　　　　　村　岡　利　哉

　　　秋田県立能代支援学校　　　　　　　　　　　　　伊　藤　綾　華

　　　秋田県立支援学校天王みどり学園　　　　　　　　鎌　田　育　子

　　　秋田県立栗田支援学校　　　　　　　　　　　　　加　藤　秀　幸

　　　秋田県立ゆり支援学校　　　　　　　　　　　　　小　野　祐美子

　　　秋田県立大曲支援学校　　　　　　　　　　　　　遠　山　洋　平

　　　秋田県立橫手支援学校　　　　　　　　　　　　　佐　藤　深　雪

　　　秋田県立稲川支援学校　　　　　　　　　　　　　山　口　　　梓

　　　秋田大学教育文化学部附属特別支援学校　　　　　佐　藤　美　里

【担当指導主事】

　　　秋田県教育庁特別支援教育課　　　　　　　　　　小　山　高　志
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